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で
、
出
産
費
用
の
統
一
化
は

難
し
く
、
結
局
個
人
負
担
は

変
わ
ら
な
い
の
で
は
な
い
か

と
の
見
方
を
示
す
と
と
も

に
、
出
産
費
用
を
保
険
適
用

と
す
る
の
で
は
な
く
、
出
産

育
児
一
時
金
を
現
状
よ
り
引

き
上
げ
る
の
が
現
実
的
で
、

産
科
医
へ
の
影
響
も
少
な
い

と
の
見
解
を
述
べ
た
。

熊
本
県
医
師
会
は
、
産
婦

人
科
医
が
全
国
一
の
少
数
県

で
あ
り
、
出
産
を
取
り
扱
う

医
療
機
関
が
減
少
し
、
産
婦

人
科
医
の
高
齢
化
が
進
む
状

況
に
お
い
て
、
周
産
期
医
療

を
ど
う
守
る
か
が
大
き
な
課

題
で
あ
る
と
強
調
。
妊
婦
の

負
担
軽
減
だ
け
で
な
く
、
受

け
皿
と
な
る
医
療
機
関
の
健

全
な
経
営
も
重
要
で
あ
る
と

し
て
、
出
産
費
用
の
無
償
化

を
具
体
化
す
る
に
当
た
っ
て

は
、
慎
重
な
検
討
が
必
要
で

ご活用願います！
 有料職業紹介・求人サイトの利用に伴う

トラブルに関するチラシを制作

　有料職業紹介・求人サイト等の利用に伴い、手数料や違約金の
トラブルが発生していることを踏まえ、このほど、日本医師会が
制作したチラシを、本紙に同梱してお送りしています（13～14面）。
　チラシは表裏で医療機関向け、求職者向けとなっています。会
員の先生方には医療機関向けをご一読頂くとともに、求職者向け
に関しましては待合室等に掲示頂ければ幸いです。
　なお、本件に関する詳細につきましては、日本医師
会ホームページ内の特設サイトにも掲載していますの
でご覧下さい。
問い合わせ先：日本医師会地域医療課　 03-3946-2121（代）

あ
る
と
し
た
。

全
体
討
議
で
は
、
出
産
費

用
の
無
償
化
に
よ
り
、
中
小

の
医
療
機
関
が
撤
退
を
余
儀

な
く
さ
れ
る
と
の
懸
念
が
相

次
い
だ
他
、
主
に
助
産
師
が

介
助
す
る
正
常
分
娩
を
医
療

行
為
と
し
て
一
律
に
評
価
す

る
こ
と
の
疑
義
や
、
出
産
育

児
一
時
金
を
１
０
０
万
円
に

引
き
上
げ
る
な
ど
の
提
案
が

な
さ
れ
た
。

こ
れ
ら
の
議
論
を
受
け

て
、
松
本
会
長
は
、
「
議
論

は
現
在
継
続
中
で
あ
り
、
日

本
医
師
会
と
し
て
も
そ
の
具

体
化
に
向
け
て
は
産
科
医
療

機
関
の
経
営
が
き
ち
ん
と
担

保
さ
れ
、
妊
婦
も
安
心
し
て

出
産
が
で
き
る
制
度
と
な
る

よ
う
、
日
本
産
婦
人
科
医

会
・
日
本
産
科
婦
人
科
学
会

の
意
向
を
尊
重
し
つ
つ
、
国

の
審
議
会
等
で
引
き
続
き
意

見
を
述
べ
て
い
き
た
い
」
と

し
て
、
理
解
を
求
め
た
。

周
産
期
医
療
提
供
体
制
と

出
産
費
用
の
無
償
化
を
巡

る
検
討
状
況
を
説
明

続
い
て
、
濵
口
欣
也
常
任

理
事
が
事
前
に
寄
せ
ら
れ
て

い
た
質
問
に
回
答
す
る
形

で
、
「
周
産
期
医
療
提
供
体

制
を
巡
る
課
題
と
出
産
費
用

の
在
り
方
」
に
つ
い
て
、
こ

れ
ま
で
の
検
討
の
経
緯
や
日

本
医
師
会
と
し
て
の
見
解
を

説
明
し
た
。

出
産
費
用
の
無
償
化
に
つ

い
て
は
、
（
１
）
令
和
５
年

４
月
に
出
産
育
児
一
時
金
が

42
万
円
か
ら
50
万
円
に
引
き

上
げ
ら
れ
た
、
（
２
）
令
和

５
年
12
月
の
閣
議
決
定
を
受

け
て
出
産
費
用
の
見
え
る
化

を
進
め
る
と
と
も
に
、
令
和

８
年
度
を
め
ど
に
出
産
費
用

（
正
常
分
娩
）
の
保
険
適
用

の
導
入
を
含
め
て
出
産
に
関

す
る
支
援
等
の
更
な
る
強
化

に
つ
い
て
検
討
を
進
め
る
こ

と
と
さ
れ
、
新
た
に
設
置
さ

れ
た
「
妊
娠
・
出
産
・
産
後

に
お
け
る
妊
産
婦
等
の
支
援

策
等
に
関
す
る
検
討
会
」
に

お
い
て
、
関
係
団
体
や
当
事

者
か
ら
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
踏

ま
え
、
多
様
な
観
点
で
の
議

論
が
進
め
ら
れ
る
中
で
、
無

償
化
が
打
ち
出
さ
れ
た
、

（
３
）
こ
れ
を
踏
ま
え
、
令

和
８
年
度
を
め
ど
に
、
産
科

医
療
機
関
等
の
経
営
実
態
等

に
も
十
分
配
慮
し
な
が
ら
、

標
準
的
な
出
産
費
用
の
自
己

負
担
無
償
化
に
向
け
た
具
体

的
な
制
度
設
計
を
進
め
る
こ

と
と
さ
れ
、
医
療
保
険
制
度

会
議
は
城
守
国
斗
常
任
理

事
の
司
会
に
よ
り
開
会
。
冒

頭
あ
い
さ
つ
に
立
っ
た
松
本

吉
郎
会
長
は
、
「
周
産
期
医

療
提
供
体
制
を
巡
る
課
題
と

出
産
費
用
の
在
り
方
は
喫
緊

の
課
題
と
な
っ
て
お
り
、
し

っ
か
り
議
論
し
て
頂
き
た

い
」
と
要
請
し
た
。

Ｆ
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
討
議

及
び
全
体
討
議

そ
の
後
、
森
本
紀
彦
島
根

県
医
師
会
長
が
進
行
役
を
務

め
、
Ｆ
グ
ル
ー
プ
（
青
森
県
、

福
島
県
、
福
井
県
、
愛
知
県
、

兵
庫
県
、
島
根
県
、
香
川
県
、

熊
本
県
）
に
よ
る
討
議
が
行

わ
れ
た
。

青
森
県
医
師
会
は
、
人
口

減
少
に
伴
い
、
県
内
の
分ぶ

ん
べ
ん娩

施
設
が
２
０
１
４
年
度
か
ら

２
０
２
４
年
度
の
10
年
間

で
、
29
か
ら
21
へ
減
少
し
た

と
し
、
「
意
図
せ
ず
集
約
化

が
進
ん
で
い
る
」
と
報
告
。

大
都
市
以
外
で
は
居
住
地
か

ら
分
娩
施
設
ま
で
の
距
離
が

遠
く
な
っ
た
と
い
う
課
題
は

あ
る
も
の
の
、
分
娩
数
が
減

少
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
医

療
機
関
の
人
的
不
足
は
見
ら

れ
な
い
と
し
た
。

福
島
県
医
師
会
は
、
東
日

本
大
震
災
の
影
響
に
よ
り
人

口
が
約
30
万
人
減
少
し
、
分

娩
施
設
も
半
減
し
た
こ
と
か

ら
産
科
医
が
足
り
ず
、
激
務

に
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
状
況

に
あ
る
と
説
明
。
そ
の
上
で
、

分
娩
の
報
酬
が
一
律
に
決
め

ら
れ
、
も
し
そ
れ
が
労
働
に

見
合
わ
な
け
れ
ば
、
産
科
医

の
撤
退
や
周
産
期
医
療
を
選

択
す
る
若
い
医
師
が
い
な
く

な
る
と
の
懸
念
が
寄
せ
ら
れ

て
い
る
こ
と
も
紹
介
し
た
。

福
井
県
医
師
会
は
、
同
県

に
お
け
る
出
産
費
用
は
国
の

想
定
す
る
標
準
費
用
と
同
程

度
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
単
価

設
定
に
よ
る
リ
ス
ク
は
高
く

な
い
と
す
る
一
方
で
、
こ
れ

に
よ
り
都
市
部
へ
の
一
極
集

中
が
加
速
す
る
こ
と
を
危
惧
。

ま
た
、
無
痛
分
娩
が
保
険
適

用
に
な
れ
ば
需
要
が
急
増
す

る
こ
と
が
見
込
ま
れ
、
限
ら

れ
た
医
療
資
源
の
中
で
母
子

の
安
全
を
脅
か
す
事
態
が
生

じ
か
ね
な
い
と
指
摘
し
た
。

愛
知
県
医
師
会
は
、
妊
婦

に
は
多
様
な
出
産
の
選
択
肢

を
用
意
す
べ
き
だ
が
、
出
産

を
保
険
適
用
化
す
る
こ
と
で

民
間
医
療
機
関
が
無
く
な
れ

ば
、
妊
婦
は
周
産
期
母
子
医

療
セ
ン
タ
ー
を
有
す
る
総
合

病
院
の
産
科
病
棟
し
か
選
べ

な
く
な
る
と
し
て
、
日
本
医

師
会
に
対
し
て
出
産
の
保
険

適
用
化
・
無
償
化
に
反
対
の

立
場
を
取
る
よ
う
求
め
た
。

兵
庫
県
医
師
会
は
、
産
科

医
が
不
足
す
る
中
、
妊
婦
の

高
齢
化
、
帝
王
切
開
率
や
低

出
生
体
重
児
の
増
加
と
い
っ

た
課
題
に
直
面
し
て
い
る
と

し
、
ハ
イ
リ
ス
ク
妊
産
婦
へ

の
対
応
の
改
善
が
必
要
で
あ

る
と
強
調
。
出
産
費
用
の
無

償
化
に
つ
い
て
は
、
分
娩
取

扱
医
療
機
関
が
減
少
す
る
可

能
性
が
あ
る
と
危
機
感
を
示

し
た
。

島
根
県
医
師
会
は
、
開
業

医
の
減
少
に
よ
り
分
娩
が
病

院
に
集
中
し
、
各
病
院
の
働

き
方
改
革
に
も
影
響
す
る
よ

う
な
厳
し
い
状
況
に
な
っ
て

い
る
こ
と
を
説
明
。
二
次
医

療
圏
ご
と
の
周
産
期
母
子
医

療
セ
ン
タ
ー
を
核
と
す
る
、

診
療
所
に
お
け
る
分
娩
シ
ス

テ
ム
が
将
来
的
に
機
能
し
な

く
な
る
の
で
あ
れ
ば
、
「
周

産
期
医
療
圏
」
を
よ
り
広
い

視
野
で
考
え
て
い
く
必
要
が

あ
る
と
し
た
。

香
川
県
医
師
会
は
、
各
分

娩
取
扱
施
設
が
多
様
な
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
し
て
い
る
中
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松
本
会
長

　令和７年度第３回都道府県医師会長会議が１月20日、日本医師会館大講堂で「周産
期医療提供体制を巡る課題と出産費用の在り方」をテーマとして開催された。
　政府が目指す出産費用無償化について、人口減少や産科医不足など各地の実情を踏ま
えて活発な討議が行われ、産科医療機関の経営が担保され、妊婦が安心して出産できる
制度を目指すべきとの認識が共有された。
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２
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に
続
く
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に
お
け
る
出
産
に
対
す
る
支

援
の
強
化
と
し
て
新
た
な
給

付
体
系
の
導
入
に
つ
い
て
、

社
会
保
障
審
議
会
医
療
保
険

部
会
で
検
討
が
行
わ
れ
て
き

た

─
こ
と
を
概
説
。

医
療
保
険
部
会
で
は
、
医

療
保
険
制
度
に
お
い
て
、
出

産
育
児
一
時
金
に
代
え
て
現

物
給
付
化
を
図
る
出
産
独
自

の
給
付
類
型
を
設
け
、
新
し

い
給
付
体
系
と
し
て
、
①
「
分

娩
１
件
当
た
り
の
基
本
単

価
」
並
び
に
「
手
厚
い
体
制

や
ハ
イ
リ
ス
ク
妊
婦
の
積
極

的
な
受
け
入
れ
等
に
対
す
る

加
算
」
が
現
物
給
付
と
し
て

医
療
機
関
に
直
接
支
払
わ
れ

る
②
保
険
診
療
が
必
要
と
な

っ
た
場
合
は
従
来
ど
お
り
療

養
の
給
付
と
す
る
が
、
妊
婦

の
自
己
負
担
３
割
分
に
つ
い

て
は
現
金
給
付
の
活
用
が
可

能
③
ア
メ
ニ
テ
ィ
ー
等
の
サ

ー
ビ
ス
は
妊
婦
の
選
択
に
よ

る
自
己
負
担
と
す
る

─
案

（
左
図
参
照
）
が
打
ち
出
さ

れ
た
と
し
た
。

ま
た
、
給
付
体
系
の
詳
細

設
計
に
つ
い
て
は
、
産
科
医

療
現
場
の
実
態
を
十
分
に
踏

ま
え
、
特
に
、
分
娩
１
件
当

た
り
の
基
本
単
価
や
加
算
の

給
付
水
準
に
関
し
て
一
次
施

設
を
守
る
こ
と
が
重
要
と
の

認
識
の
下
、
保
険
財
政
と
分

娩
取
扱
施
設
の
経
営
の
双
方

に
与
え
る
影
響
の
バ
ラ
ン
ス

を
考
慮
し
て
丁
寧
に
議
論
さ

れ
る
こ
と
と
な
っ
て
お
り
、

移
行
に
当
た
っ
て
は
、
当
分

の
間
、
施
設
単
位
で
現
行
の

出
産
育
児
一
時
金
の
仕
組
み

も
併
存
さ
せ
つ
つ
、
可
能
な

施
設
か
ら
移
行
す
る
方
向
と

な
っ
て
い
る
と
し
た
。

一
連
の
検
討
に
当
た
る
日

本
医
師
会
の
姿
勢
に
つ
い
て

は
、
「
妊
娠
・
出
産
・
産
後

に
お
け
る
妊
産
婦
等
の
支
援

策
等
に
関
す
る
検
討
会
」
で

の
議
論
の
中
で
妊
産
婦
だ
け

で
な
く
、
医
療
機
関
に
と
っ

て
も
よ
り
良
い
制
度
設
計
に

す
る
必
要
性
を
主
張
し
続
け

て
き
た
と
報
告
。

医
療
保
険
部
会
の
議
論
に

お
い
て
も
城
守
常
任
理
事

が
、
「
こ
れ
ま
で
自
由
診
療

と
出
産
育
児
一
時
金
に
よ
り

行
わ
れ
て
き
た
出
産
対
応

を
、
現
物
給
付
化
す
る
と
い

う
大
き
な
変
革
を
も
た
ら
す

も
の
で
あ
り
、
新
た
な
制
度

が
妊
婦
の
経
済
的
負
担
を
軽

減
し
、
子
ど
も
を
産
み
た
い

と
い
う
思
い
に
つ
な
が
る
制

度
で
あ
る
こ
と
」
「
地
域
の

周
産
期
医
療
を
守
る
分
娩
施

設
、
特
に
一
次
施
設
に
お
い

て
、
分
娩
を
引
き
続
き
頑
張

ろ
う
と
思
え
る
制
度
に
す
る

必
要
が
あ
る
こ
と
」
を
訴
え
、

適
切
な
水
準
を
求
め
て
き
た

と
説
明
し
た
。

一
方
、
周
産
期
医
療
提
供

体
制
の
検
討
に
お
い
て
は
、

「
小
児
医
療
及
び
周
産
期
医

療
の
提
供
体
制
等
に
関
す
る

ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
」
に

お
け
る
議
論
の
中
で
、
病
院

並
び
に
診
療
所
の
経
営
状
態

の
厳
し
さ
を
訴
え
る
と
と
も

に
、
健
全
な
経
営
の
上
に
こ

そ
地
域
医
療
構
想
の
議
論
が

成
り
立
つ
こ
と
を
強
調
し
た

上
で
、
一
次
施
設
を
守
る
こ

と
を
第
一
義
と
し
て
、
一
般

的
な
分
娩
も
対
象
と
す
る
医

療
の
集
約
化
と
役
割
分
担
・

地
域
連
携
、
都
道
府
県
・
郡

市
区
医
師
会
の
リ
ー
ダ
ー
シ

ッ
プ
、
産
科
救
急
を
含
め
た

遠
方
の
妊
婦
へ
の
支
援
、
人

材
育
成
の
議
論
な
ど
に
臨
ん

で
い
る
と
し
た
。

保険診療
（必要な場合）

＋

療養の給付
（従来どおり）

＋

妊
婦
に
対
す
る
現
金
給
付

図　医療保険による出産の支援強化（案）

※施設の選択により、当分の間、現行制度（出産育児一時金）の適用を受けることも可能とする。
　（当該施設で出産した場合、現行どおり、出産育児一時金を支給）

アメニティー等の
サービス

保険診療以外の
分娩対応

新給付の適用施設
（病院・診療所・助産所）

分娩１件当たり基本単価
全国同水準
（包括評価）

手厚い体制、
ハイリスク
妊婦の積極
的な受入体
制を整備し
ている施設
等への加算

見える化を徹底し、妊婦自身が納得感を
もってサービスを選択できる環境を整備

（自己負担）

：療養の給付とは異なる医療保険給付体系 ：療養の給付体系

：今回制度化を図る内容

日
本
医
師
会
か
ら
の
中
央

情
勢
報
告
等

日
本
医
師
会
か
ら
の
中
央

情
勢
報
告
で
は
、
ま
ず
長
島

公
之
常
任
理
事
が
令
和
８
年

度
診
療
報
酬
改
定
に
つ
い
て

説
明
。
外
来
・
在
宅
ベ
ー
ス

ア
ッ
プ
評
価
料
（
Ⅰ
）
を
届

け
出
る
こ
と
で
、
（
１
）
令

和
７
年
度
補
正
予
算
の
医
療

機
関
等
に
お
け
る
賃
上
げ
・

物
価
上
昇
に
対
す
る
支
援
事

業
の
実
施
、
（
２
）
令
和
８

年
度
診
療
報
酬
改
定
（
賃
上

げ
対
応
）

─
に
関
し
て
大

き
な
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
こ
と

を
強
調
し
、
「
補
正
予
算
の

事
業
で
は
、
診
療
所
は
令
和

８
年
３
月
１
日
時
点
で
届
け

て
い
る
施
設
が
対
象
と
な
る

た
め
、
ぜ
ひ
、
２
月
中
の
届

け
出
を
検
討
頂
き
た
い
」
と

呼
び
掛
け
た
。

更
に
、
そ
の
届
出
方
法
に

つ
い
て
も
、
直
近
１
カ
月
間

の
初
・
再
診
料
等
の
算
定
回

数
を
調
べ
る
だ
け
で
届
出
書

添
付
書
類
の
作
成
が
可
能
に

な
る
な
ど
、
大
幅
に
簡
素
化

さ
れ
て
い
る
と
し
て
、
会
員

へ
の
周
知
を
求
め
た
。

今
村
英
仁
常
任
理
事
は
、

厚
生
労
働
省
よ
り
、
有
料
職

業
紹
介
事
業
者
等
に
関
す
る

同
省
の
取
り
組
み
等
に
関
す

る
説
明
並
び
に
ト
ラ
ブ
ル
事

例
の
把
握
を
行
う
た
め
、
都

道
府
県
労
働
局
が
都
道
府
県

医
師
会
を
訪
問
す
る
こ
と
に

つ
い
て
、
協
力
依
頼
が
あ
っ

た
こ
と
を
報
告
。

ま
た
、
現
在
、
ハ
ロ
ー
ワ

ー
ク
で
は
医
療
・
介
護
・
保

育
分
野
等
の
人
材
確
保
を
強

化
す
る
た
め
、
さ
ま
ざ
ま
な

取
り
組
み
が
展
開
さ
れ
て
い

る
と
し
て
、
そ
の
活
用
を
求

め
た
。

城
守
常
任
理
事
は
、
若
手

医
師
の
献
身
的
な
努
力
と
先

駆
的
な
実
践
等
を
顕
彰
し
、

そ
の
活
動
を
広
く
社
会
に
発

信
す
る
こ
と
で
地
域
医
療
の

価
値
を
高
め
る
と
と
も
に
、

次
世
代
医
師
の
励
み
と
す
る

こ
と
を
目
的
に
、
令
和
８
年

度
よ
り
「
日
本
医
師
会
地
域

医
療
奨
励
賞
」
を
創
設
し
、

日
本
医
師
会
設
立
記
念
式
典

並
び
に
医
学
大
会
に
お
い
て

顕
彰
す
る
運
び
に
な
っ
た
こ

と
を
紹
介
。
各
都
道
府
県
医

師
会
に
対
し
て
推
薦
の
協
力

を
求
め
た
。

濵
口
常
任
理
事
は
、
現
行

の
医
療
通
訳
サ
ー
ビ
ス
に

「
場
面
別
定
型
フ
レ
ー
ズ
機

能
」を
追
加
す
る
と
と
も
に
、

外
国
人
患
者
の
対
応
フ
ロ
ー

に
沿
っ
た
操
作
と
な
る
よ
う

ホ
ー
ム
画
面
も
刷
新
し
て
使

い
や
す
く
し
た
こ
と
を
報

告
。
「
一
般
的
な
翻
訳
サ
ー

ビ
ス
や
家
族
・
友
人
の
通
訳

で
は
、
誤
訳
や
内
容
の
歪

わ
い
き
ょ
く曲

が
生
じ
て
医
療
の
安
全
が
保

た
れ
な
い
恐
れ
も
あ
り
、
ぜ

ひ
、
同
サ
ー
ビ
ス
を
活
用
し

て
欲
し
い
」
と
述
べ
た
。

最
後
に
あ
い
さ
つ
し
た
松

本
会
長
は
、
令
和
８
年
度
診

療
報
酬
改
定
で
は
物
価
高
騰

や
賃
金
上
昇
に
対
す
る
手
当

て
が
初
・
再
診
料
に
上
乗
せ

さ
れ
る
形
で
行
わ
れ
る
と
し

て
、
外
来
・
在
宅
ベ
ー
ス
ア

ッ
プ
評
価
料
（
Ⅰ
）
の
届
け

出
の
検
討
を
改
め
て
要
請
し

た
。

▼

意見広告 ▲ショート
動画

かかりつけ医をもつことを呼び掛ける
ショート動画並びに意見広告を制作

　日本医師会ではこのほど、より多くの方々にかかりつけ医をも
って頂くことを目的として、ショート動画と意見広告を制作し、
2月6日、日本医師会公式YouTubeチャンネルに動画を、読売
新聞全国版の朝刊に意見広告をそれぞれ掲載しました。
　その中では、かかりつけ医をもつことのメリットやかかりつけ
医が複数いても良いことなどを説明。厚生労働省の医療情報ネッ
ト（ナビイ）などを参考に、医療機関を探し、健（検）診や予防接
種などの機会を通じて、自宅や職場の周りでかかりつけ医を見つ
けることを呼び掛ける内容となっています。
　ぜひ、別掲の二次元コードからご覧下さい。

（
１
面
よ
り
）
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を
有
す
る
児
童
の
メ
ン
タ
ル

不
調
の
予
防
や
、
メ
ン
タ
ル

不
調
を
生
じ
始
め
た
児
童
に

対
応
す
る
連
携
の
仕
組
み
に

つ
い
て
提
案
し
た
他
、
小
学

校
中
学
年
以
降
、
特
に
思
春

期
の
児
童
生
徒
に
対
し
て
メ

ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
対
策
を
行
う

上
で
の
課
題
に
つ
い
て
も
言

及
し
た
。

（
３
）
機
器
を
用
い
た

側そ
く
わ
ん弯
症
検
診
の
現
状

新
井
貞
男
日
本
臨
床
整
形

外
科
学
会
顧
問
が
、
学
校
健

診
に
お
け
る
側
弯
症
検
診
の

歴
史
を
概
説
す
る
と
と
も

に
、
日
本
臨
床
整
形
外
科
学

会
の
運
動
器
検
診
後
受
診
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果
に
基
づ

き
、
側
弯
症
の
疑
い
で
の
受

診
勧
告
が
年
々
増
加
し
て
い

る
他
、
側
弯
症
と
診
断
さ
れ

る
件
数
が
最
多
と
な
っ
て
い

る
こ
と
等
を
紹
介
し
た
。

ま
た
、
機
器
を
用
い
た
側

弯
症
検
診
の
導
入
は
16
都
道

府
県
に
と
ど
ま
っ
て
は
い
る

も
の
の
、
側
弯
症
検
診
の
問

題
点
と
し
て
脱
衣
の
他
、
学

校
医
は
内
科
・
小
児
科
が
主

体
で
あ
り
、
学
校
医
と
し
て

側
弯
症
疑
い
の
児
童
生
徒
を

チ
ェ
ッ
ク
で
き
て
い
る
か
と

い
う
不
安
を
持
っ
て
い
る
こ

と
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
点
を

踏
ま
え
れ
ば
、
「
脱
衣
問
題

と
学
校
医
の
負
担
軽
減
を
解

決
す
る
意
味
で
も
、
機
器
を

用
い
た
側
弯
症
検
診
が
注
目

さ
れ
る
」
と
の
考
え
を
示
し

た
。他

方
、
機
器
を
用
い
た
側

弯
症
検
診
に
は
、検
査
機
器
、

被
験
者
、
操
作
す
る
側
、
読

影
者
の
問
題
に
よ
り
、
測
定

誤
差
が
生
じ
る
恐
れ
が
あ
る

こ
と
に
触
れ
た
他
、
「
各
機

種
の
特
徴
を
理
解
し
て
う
ま

く
応
用
す
る
必
要
が
あ
る
」

と
述
べ
る
と
と
も
に
、
「
最

終
的
に
は
視
触
診
に
よ
る
側

弯
症
検
診
が
重
要
に
な
る
」

と
指
摘
し
た
。

令
和
７
年
度
都
道
府
県
医
師
会
学
校
保
健
担
当
理
事
連
絡
協
議
会

令
和
７
年
度
都
道
府
県
医

師
会
学
校
保
健
担
当
理
事
連

絡
協
議
会
が
１
月
30
日
、
Ｗ

Ｅ
Ｂ
会
議
に
よ
り
開
催
さ
れ

た
。座

長
の
加
藤
智
栄
学
校
保

健
委
員
会
委
員
長
（
山
口
県

医
師
会
長
）
の
司
会
で
開
会
。

冒
頭
、
ビ
デ
オ
メ
ッ
セ
ー
ジ

で
あ
い
さ
つ
を
行
っ
た
松
本

吉
郎
会
長
は
、
学
校
に
お
け

る
健
康
診
断
は
学
校
医
が
関

わ
る
重
要
な
も
の
で
あ
り
、

２
年
前
の
本
協
議
会
で
も
議

論
し
た
こ
と
に
触
れ
る
と
と

も
に
、
「
依
然
と
し
て
課
題

が
あ
る
」
と
し
て
、
今
回
も

改
め
て
テ
ー
マ
に
取
り
上
げ

た
こ
と
を
説
明
。
そ
の
上
で
、

本
協
議
会
が
今
後
の
学
校
に

お
け
る
健
康
診
断
の
質
の
向

上
、
ひ
い
て
は
子
ど
も
達
の

健
康
と
幸
福
に
つ
な
が
る
貴

重
な
機
会
と
な
る
こ
と
に
期

待
を
寄
せ
た
。

議
事
で
は
、
以
下
の
四
つ

の
項
目
に
つ
い
て
説
明
が
行

わ
れ
た
。

（
１
）
学
校
に
お
け
る
持

続
可
能
な
保
健
管
理
の
在

り
方
に
関
す
る
検
討
会

赤
星
里
佳
文
部
科
学
省
総

合
教
育
政
策
局
健
康
教
育
・

食
育
課
学
校
保
健
対
策
専
門

官
が
調
査
検
討
会
に
お
い
て

は
、
「
学
校
に
お
け
る
健
康

診
断
の
今
日
的
意
義
の
再
確

認
」
「
児
童
生
徒
等
の
健
康

課
題
の
変
化
、
学
校
医
等
の

確
保
が
困
難
に
あ
る
状
況
、

学
校
に
お
け
る
働
き
方
改
革

等
を
踏
ま
え
た
実
施
項
目
・

実
施
方
法
」
「
児
童
生
徒
等

の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
へ
の
配
慮

等
適
切
な
実
施
方
法
な
ど
、

健
康
診
断
の
実
施
の
在
り

方
」
「
養
護
教
諭
や
学
校
医

等
、
学
校
に
お
け
る
保
健
管

理
を
担
う
者
の
負
担
軽
減
」

等
に
つ
い
て
議
論
し
て
い
る

こ
と
を
報
告
。
そ
の
他
、
文

科
省
の
令
和
７
年
度
補
正
予

算
で
「
心
の
健
康
」
を
含
め

た
健
康
診
断
・
健
康
観
察
に

係
る
調
査
研
究
事
業
を
実
施

し
て
い
る
こ
と
等
に
つ
い
て

説
明
し
た
。

（
２
）日
本
医
師
会｢

学
校

保
健
委
員
会｣

答
申
の
方

向
性
（
学
校
健
診
Ｗ
Ｇ
・

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
Ｗ
Ｇ
）

ま
ず
、
弘
瀨
知
江
子
東
京

都
医
師
会
理
事
が
、
学
校
健

診
Ｗ
Ｇ
で
提
言
し
た
①
学
校

健
診
の
期
日
②
い
わ
ゆ
る
重

点
的
健
康
診
断
（
重
点
的
健

診
）
③
不
登
校
者
・
通
信
制

学
校
通
学
者
の
健
診
④
学
校

健
診
を
利
活
用
し
た
健
康
教

育
⑤
学
校
健
診
に
お
い
て
、

養
護
教
諭
か
ら
医
師
（
学
校

医
）
へ
希
望
す
る
こ
と

─

に
つ
い
て
詳
説
し
た
。

①
で
は
、
「
体
重
や
身
長

測
定
な
ど
、
対
応
可
能
な
健

診
項
目
は
６
月
30
日
ま
で
に

実
施
し
、
そ
の
他
の
項
目
は

年
度
内
に
で
き
る
だ
け
速
や

か
に
実
施
す
べ
き
」
と
す
る

一
方
、
適
正
な
健
診
時
期
の

確
保
を
図
る
観
点
か
ら
、
必

要
に
応
じ
て
柔
軟
に
学
校
医

と
教
育
委
員
会
、
学
校
と
の

協
議
を
進
め
、
児
童
生
徒
の

健
康
を
最
優
先
に
考
え
て
対

応
す
る
よ
う
求
め
た
。

③
で
は
、
不
登
校
の
児
童

生
徒
に
対
す
る
学
校
健
診
の

望
ま
し
い
形
と
し
て
、
学
校

健
診
の
実
施
日
に
時
間
を
ず

ら
し
て
の
受
診
や
、
学
校
医

の
診
療
所
で
の
健
診
等
を
挙

げ
る
と
と
も
に
、「
そ
の
場
合

に
は
医
師
会
、
教
育
委
員
会
、

学
校
と
の
連
携
や
教
職
員
の

負
担
軽
減
、
健
診
費
用
の
問

題
等
を
事
前
に
検
討
す
る
必

要
が
あ
る
」
と
指
摘
し
た
。

④
で
は
、
「
児
童
生
徒
自

身
が
自
分
の
健
康
状
態
を
知

る
こ
と
」
「
健
診
結
果
に
基

づ
く
個
別
、
あ
る
い
は
集
団

へ
の
健
康
支
援
」
「
教
職
員
、

家
庭
、
学
校
医
、
地
域
な
ど

と
の
連
携
体
制
の
構
築
」「
Ｉ

Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
健
康
デ
ー

タ
の
利
活
用
」
が
重
要
に
な

る
と
述
べ
た
。

⑤
で
は
、
事
前
準
備
に
お

け
る
連
携
や
事
後
措
置
に
お

け
る
情
報
共
有
、
学
校
医
と

養
護
教
諭
を
始
め
と
し
た
学

校
側
と
の
相
互
理
解
を
深
め

て
い
く
こ
と
等
が
求
め
ら
れ

る
と
し
た
。

続
い
て
、
小
林
潤
一
郎
明

治
学
院
大
学
教
授
が
、
メ
ン

タ
ル
ヘ
ル
ス
Ｗ
Ｇ
で
提
言
し

た
、
小
学
校
低
学
年
の
発
達

障
害
を
有
す
る
児
童
へ
の
支

援
や
、
５
歳
児
健
診
、
特
別

支
援
教
育
と
の
つ
な
が
り
や

支
援
の
連
続
性
を
踏
ま
え
た

小
学
校
で
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル

ス
対
策
等
に
つ
い
て
説
明
し

た
。ま

ず
、
児
童
生
徒
の
メ
ン

タ
ル
ヘ
ル
ス
対
策
に
つ
い
て

は
、
治
療
か
ら
健
康
増
進
ま

で
連
続
的
に
行
う
こ
と
が
効

果
的
で
あ
り
、
「
児
童
生
徒

の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
を
不
良

か
ら
良
好
な
状
態
へ
と
押
し

上
げ
る
取
り
組
み
の
フ
ロ
ン

ト
ラ
イ
ン
に
立
っ
て
い
る
の

が
学
校
保
健
と
教
育
」
で
あ

る
と
し
て
、
教
育
と
医
療
の

連
携
が
不
可
欠
で
あ
る
こ
と

を
強
調
し
た
。

更
に
、
学
校
に
お
け
る
児

童
生
徒
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス

対
策
の
現
状
と
課
題
と
し
て

「
メ
ン
タ
ル
不
調
の
児
童
生

徒
に
ど
う
気
付
く
か
」
「
メ

ン
タ
ル
不
調
の
児
童
生
徒
へ

の
教
師
の
対
応
」
「
メ
ン
タ

ル
不
調
の
児
童
生
徒
を
支
え

る
教
育
と
医
療
の
連
携
」「
学

校
全
体
の
健
康
度
、
安
心
感

を
高
め
る
取
り
組
み
」
を
挙

げ
、
そ
れ
ぞ
れ
概
説
。

そ
の
上
で
、
発
達
障
害
等

（
４
）鹿
児
島
県
の
学
校

医
体
制

立
元
千
帆
鹿
児
島
県
医
師

会
常
任
理
事
が
、
鹿
児
島
県

の
抱
え
る
問
題
と
し
て
「
広

大
な
県
域
を
カ
バ
ー
で
き
な

い
仕
組
み
」
「
離
島
に
お
け

る
医
師
の
不
在
」
「
専
門
医

（
眼
科
・
耳
鼻
科
）
の
欠
如
」

「
本
土
地
域
で
の
学
校
医
不

足
の
顕
在
化
」「『
来
年
度
の

学
校
医
不
在
』相
談
の
急
増
」

が
あ
る
こ
と
を
紹
介
。
「
今

後
、
学
校
の
定
期
健
診
に
お

い
て
、
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
が

学
校
医
の
診
察
を
要
す
る
必

須
項
目
に
追
加
さ
れ
る
と
、

学
校
医
不
足
は
更
に
深
刻
に

な
る
」
と
し
て
懸
念
を
示
し

た
。ま

た
、
学
校
医
確
保
の
問

題
に
関
し
て
、
都
市
部
と
地

方
で
は
深
刻
度
に
明
確
な
差

が
あ
る
と
し
た
他
、
「
学
校

医
を
や
り
た
く
な
い
医
師
」

が
82
％
に
上
る
と
さ
れ
た
ア

ン
ケ
ー
ト
結
果
を
紹
介
す
る

と
と
も
に
、
学
校
医
の
現
場

で
は
、
健
診
時
間
の
圧
倒
的

不
足
や
継
続
的
な
健
康
管
理

の
困
難
化
、
専
門
性
の
不
一

致
等
の
問
題
が
起
き
て
い
る

と
指
摘
。そ
の
背
景
に
は「
報

酬
の
地
域
差
・
水
準
の
低

さ
」
「
保
護
者
対
応
・
配
慮

の
負
担
増
」
「
本
業
と
の
両

立
困
難
」「
専
門
医
の
後
継
者

不
足
」「『
や
り
が
い
』
の
低

下
」が
挙
げ
ら
れ
る
と
し
た
。

更
に
、
学
校
健
診
医
不
足

の
解
決
策
と
し
て
①
成
長
期

や
思
春
期
の
節
目
に
健
診
を

行
う
「
重
点
的
健
診
」
を
導

入
し
、
健
診
項
目
を
削
減
す

る
②
行
政
と
の
協
働
に
よ

り
、
集
約
健
診
セ
ン
タ
ー
で

複
数
校
の
健
診
を
実
施
す
る

③
業
務
量
削
減
と
報
酬
維
持

に
よ
り
、
学
校
医
報
酬
を
相

対
的
に
値
上
げ
す
る

─
こ

と
を
提
案
す
る
と
と
も
に
、

「
学
校
健
診
は
市
町
村
の
教
育

委
員
会
が
管
轄
し
て
い
る
た

め
、
各
郡
市
医
師
会
の
対
応

が
求
め
ら
れ
る
」と
述
べ
た
。

そ
の
後
、
渡
辺
弘
司
常
任

理
事
か
ら
、
事
前
ア
ン
ケ
ー

ト
の
結
果
の
概
略
に
つ
い
て

報
告
が
行
わ
れ
た
後
、
活
発

な
質
疑
応
答
が
行
わ
れ
た
。

最
後
に
、
茂
松
茂
人
副
会

長
が
、
子
ど
も
達
を
取
り
巻

く
環
境
は
大
き
く
変
化
し
、

心
身
に
与
え
る
影
響
も
変
わ

っ
て
き
た
と
し
て
、
「
健
診

で
ど
の
よ
う
に
ア
プ
ロ
ー
チ

す
る
か
考
え
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
」
と
指
摘
す
る
と
と
も

に
、
健
診
を
通
じ
て
子
ど
も

達
の
ヘ
ル
ス
リ
テ
ラ
シ
ー
を

高
め
る
こ
と
も
重
要
だ
と
強

調
。
更
に
、
「
全
国
一
律
で

は
な
く
、
地
域
の
実
情
に
応

じ
て
健
診
項
目
を
考
え
る
必

要
が
あ
る
他
、
い
か
に
し
て

少
な
い
人
材
で
対
応
す
る
か

も
検
討
し
て
い
く
べ
き
」
と

総
括
し
、
閉
会
と
な
っ
た
。
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２
０
２
５
年
12
月
に
２
０

２
６
年
度
診
療
報
酬
改
定
率

が
決
ま
っ
た
。
３
・
09
％
と

個
人
的
に
予
想
し
て
い
た
よ

り
も
良
い
改
定
率
で
あ
っ

た
。
改
定
前
に
は
地
域
の
市

議
会
議
員
や
県
議
会
議
員
と

面
談
し
て
、
医
療
業
界
の
厳

し
さ
を
伝
え
た
り
、
改
定
率

決
定
直
前
に
自
民
党
本
部
で

行
わ
れ
た
「
社
会
保
障
を
守

る
会
緊
急
集
会
」
に
出
席
し

た
り
も
し
た
。

医
師
会
の
仕
事
に
携
わ
る

よ
う
に
な
っ
て
か
ら
の
経
験

で
分
か
っ
た
こ
と
が
あ
る
。

そ
れ
は
、
正
し
い
こ
と
を
い

く
ら
言
っ
て
も
そ
れ
だ
け
で

は
何
も
変
わ
ら
な

い
、
と
い
う
こ
と
で

あ
る
。
医
療
業
界
内

に
身
を
置
く
我
々
は

現
在
の
苦
境
を
肌
で
感
じ
て

お
り
、
こ
の
状
況
が
続
け
ば

地
域
医
療
が
近
い
将
来
崩
壊

す
る
こ
と
は
実
感
し
て
い

る
。一

方
で
、
医
療
費
の
25
％

は
政
府
支
出
な
の
で
、
そ
れ

を
で
き
る
だ
け
減
ら
し
た
い

財
務
省
、
社
会
保
険
料
を
減

ら
し
た
い
若
年
層
な
ど
に
は

我
々
の
実
感
は
届
か
な
い
。

ま
た
は
古
い
イ
メ
ー
ジ
（
医

師
は
金
持
ち
）
で

無
視
さ
れ
る
。

我
々
の
主
張
を

達
成
す
る
た
め
に

必
要
な
力
は
何
で
あ
ろ
う

か
？　

そ
れ
は
政
治
力
で
あ

る
こ
と
を
、
医
師
会
活
動
を

通
じ
て
強
く
感
じ
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
は
投
票
し
て
も
し

な
く
て
も
変
わ
ら
な
い
と
思

っ
て
い
た
が
、
選
挙
こ
そ
非

常
に
重
要
で
あ
っ
た
。
実
行

力
を
も
た
な
い
で
理
想
を
語

っ
て
も
何
も
か
な
わ
な
い
。

現
実
世
界
は
残
酷
で
あ
る
。

翻
っ
て
、
わ
が
日
本
は
ど

う
で
あ
ろ
う
か
？　

ウ
ク
ラ

イ
ナ
侵
攻
、
マ
ド
ゥ
ロ
氏
拉

致
事
件
な
ど
、
国
際
社
会
は

ア
ナ
ー
キ
ー
な
状
態
で
あ

る
。
そ
の
現
実
の
中
で
日
本

が
生
き
残
っ
て
い
く
た
め
に

は
、
防
衛
力
と
い
う
力
を
伴

う
こ
と
が
必
要
で
は
な
い
か

と
の
思
い
に
至
っ
て
い
る
。

�

（
150
）

診
療
報
酬
改
定

第
11
回
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

「
会
員
の
倫
理
・
資
質
向
上

を
め
ざ
し
て
─
ケ
ー
ス
ス
タ

デ
ィ
か
ら
学
ぶ
医
の
倫
理

─
」
が
１
月
29
日
、
日
本
医

師
会
館
小
講
堂
で
開
催
さ
れ

た
。

田
徹
副
会
長
の
司
会
で

開
会
。
冒
頭
あ
い
さ
つ
し
た

松
本
吉
郎
会
長
（
代
読
：
茂

松
茂
人
副
会
長
）
は
、
ま
ず
、

本
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
が
開
始

さ
れ
た
経
緯
に
言
及
。
昨
年

末
に
逝
去
さ
れ
た
森
岡
恭
彦

元
日
本
医
師
会
副
会
長
／
元

日
本
医
師
会
会
員
の
倫
理
・

資
質
向
上
委
員
会
委
員
長
が

そ
の
開
始
に
尽
力
さ
れ
、
医

学
の
進
歩
に
伴
い
新
た
な
倫

理
的
課
題
が
生
じ
得
る
こ
と

を
見
据
え
、
常
に
倫
理
を
学

び
、
医
師
一
人
一
人
が
高
い

問
題
意
識
を
も
っ
て
行
動
す

る
こ
と
の
重
要
性
を
強
調
し

て
い
た
こ
と
に
触
れ
、
「
日

本
医
師
会
と
し
て
も
森
岡
先

生
の
ご
遺
志
を
受
け
継
ぎ
、

今
後
も
医
師
の
倫
理
・
資
質

向
上
に
一
層
努
め
る
」
と
述

べ
た
。
ま
た
、
今
回
の
テ
ー

マ
で
あ
る
「
い
わ
ゆ
る
〝
善

き
サ
マ
リ
ア
人
法
〟
」
に
つ

い
て
は
、
法
制
化
を
求
め
る

声
が
あ
る
こ
と
も
承
知
し
て

い
る
と
し
た
上
で
、
ド
ク
タ

ー
コ
ー
ル
を
始
め
と
し
た
緊

急
時
の
医
療
行
為
が
安
心
・

安
全
に
実
施
で
き
る
よ
う
、

本
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
通
し

て
、
そ
の
現
状
を
理
解
し
、

知
見
を
深
め
る
機
会
と
な
る

こ
と
に
期
待
を
寄
せ
た
。

続
い
て
、
「
善
き
サ
マ
リ

ア
人
法
に
つ
い
て
─
医
事
法

関
係
検
討
委
員
会
の
取
り
組

み
」
と
題
し
て
講
演
を
行
っ

た
森
本
紀
彦
島
根
県
医
師
会

長
／
日
本
医
師
会
医
事
法
関

係
検
討
委
員
会
委
員
長
は
、

（
１
）
「
お
医
者
様
は
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
せ
ん
か
」
の
ド
ク

タ
ー
コ
ー
ル
、
（
２
）
重
過

失
っ
て
な
に
、（
３
）
災
害
（
救

急
）
現
場
に
お
け
る
ト
リ
ア

ー
ジ
、
（
４
）
民
法
６
９
８

条
っ
て
な
に
、
（
５
）
「
善
き

サ
マ
リ
ア
人
法
」
を
制
定
す

る
場
合
は
ど
う
す
れ
ば
よ
い

か

─
に
つ
い
て
解
説
。

（
１
）
で
は
、
航
空
機
内

等
で
の
ド
ク
タ
ー
コ
ー
ル
に

関
し
て
、
「
医
師
が
名
乗
り

出
る
の
を
た
め
ら
う
最
大
の

要
因
は
『
結
果
が
思
わ
し
く

な
い
場
合
に
訴
え
ら
れ
る
の

で
は
な
い
か
』
と
い
う
不
安

に
あ
る
が
、
最
初
に
訴
訟
の

対
象
と
な
る
の
は
航
空
会
社

で
あ
り
、
医
師
個
人
で
は
な

い
」
と
し
て
、
理
解
を
求
め
た
。

（
２
）
で
は
、
例
え
ば
、

禁
忌
選
択
肢
を
選
ん
だ
よ
う

な
場
合
が
重
過
失
に
該
当
す

る
と
考
え
ら
れ
、
「
害
を
な

さ
な
い
」
「
不
慣
れ
な
処
置

を
し
な
い
」
こ
と
の
重
要
性

を
指
摘
し
た
。

（
３
）
、（
５
）
に
つ
い
て
は
、

震
災
や
通
り
魔
事
件
等
に
お

い
て
ト
リ
ア
ー
ジ
に
関
わ
っ
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占
め
た
他
、
航
空
会
社
だ
け

で
な
く
、
鉄
道
会
社
等
と
の

議
論
も
深
め
る
必
要
が
あ
る

と
の
指
摘
が
な
さ
れ
た
。

ま
た
、
航
空
会
社
側
に
よ

る
「
全
て
の
責
任
を
負
う
」

と
の
明
言
に
対
す
る
信
頼
性

に
つ
い
て
は
、
「
書
面
等
に

よ
る
合
意
が
な
い
た
め
、
確

実
に
信
頼
で
き
る
と
は
言
い

切
れ
な
い
」
と
い
っ
た
慎
重

な
意
見
が
出
さ
れ
、
「
適
切

な
対
応
が
講
じ
ら
れ
る
よ

う
、
Ｂ
Ｌ
Ｓ
（
一
次
救
命
処

置
）
能
力
の
向
上
等
に
努
め

る
べ
き
で
あ
る
」
と
の
意
見

が
述
べ
ら
れ
た
。

最
後
に
総
括
し
た
樋
口
名

誉
教
授
は
、
現
行
法
に
つ
い

て
「
医
師
の
安
心
感
に
つ
な

が
っ
て
お
ら
ず
、
新
法
の
制

定
に
よ
る
メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ

リ
ッ
ト
を
鑑
み
な
が
ら
、
よ

り
明
確
で
分
か
り
や
す
く
、

医
師
が
守
ら
れ
る
法
律
の
制

定
が
求
め
ら
れ
る
」
と
す
る

一
方
、
「
そ
の
検
討
に
当
た

っ
て
は
、
新
法
の
制
定
が
逆

効
果
と
な
ら
な
い
よ
う
、
慎

重
に
進
め
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
」
と
強
調
し
、
ワ
ー
ク
シ

ョ
ッ
プ
は
終
了
と
な
っ
た
。

た
医
師
等
が
非
難
さ
れ
た
事

例
を
受
け
て
、
免
責
を
求
め

る
声
や
「
善
き
サ
マ
リ
ア
人

法
」
の
よ
う
な
法
整
備
を
求

め
る
動
き
が
あ
る
こ
と
を
紹

介
。
法
制
化
に
は
民
事
上
の

免
責
範
囲
や
対
象
者
の
設
定

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
が

あ
る
他
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の

開
催
や
医
学
生
へ
の
講
義
等

を
通
じ
て
、
国
民
的
な
合
意

形
成
を
す
る
こ
と
が
不
可
欠

に
な
る
と
強
調
し
た
。

ま
た
（
４
）
に
つ
い
て
は
、

現
状
の
民
法
６
９
８
条
（
緊

急
事
務
管
理
）に
お
い
て「
悪

意
又
は
重
大
な
過
失
が
あ
る

の
で
な
け
れ
ば
、
こ
れ
に
よ

っ
て
生
じ
た
損
害
を
賠
償
す

る
責
任
を
負
わ
な
い
」
と
規

定
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

新
た
な
法
は
不
要
と
の
意
見

が
あ
る
一
方
、
ト
リ
ア
ー
ジ

問
題
等
を
含
め
、
医
師
等
を

守
っ
て
く
れ
る
法
律
の
必
要

性
も
提
言
さ
れ
て
い
る
と
し

て
更
な
る
検
討
が
必
要
で
あ

る
と
し
た
。

次
に
、
「
善
き
サ
マ
リ
ア

人
法
に
つ
い
て
─
弁
護
士
の

立
場
か
ら
」
と
題
し
て
講
演

を
行
っ
た
、
医
師
で
も
あ
る

児
玉
安
司
弁
護
士
（
新
星
総

合
法
律
事
務
所
）
は
、（
１
）

ス
ジ
と
ス
ワ
リ
～
民
事
手
続

と
刑
事
手
続
、
（
２
）
い
わ

ゆ
る
「
善
き
サ
マ
リ
ア
人
法
」

─
に
つ
い
て
説
明
し
た
。

（
１
）
で
は
、「
ス
ジ
」
と

「
ス
ワ
リ
」
の
意
味
に
つ
い

て
、
①
「
ス
ジ
」
と
は
大
き

な
価
値
判
断
（
正
義
・
善
悪
）

や
社
会
の
常
識
②「
ス
ワ
リ
」

と
は
過
去
の
判
決
の
積
み
重

ね

─
で
あ
る
と
し
た
上

で
、
裁
判
官
、
検
察
官
、
弁

護
士
は
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
立

場
で
は
あ
る
が
、
こ
の
「
ス

ジ
」
と
「
ス
ワ
リ
」
の
整
合

性
を
考
慮
し
な
が
ら
実
務
に

当
た
っ
て
い
る
と
解
説
。
一

方
、「
ス
ジ
」
と
「
ス
ワ
リ
」

は
、
時
代
の
流
れ
に
よ
っ
て

大
き
な
変
化
が
生
じ
る
と
し

て
、そ
の
事
例
を
紹
介
し
た
。

ま
た
、
昨
今
の
医
療
訴
訟

に
つ
い
て
も
言
及
し
、
医
療

事
故
に
よ
る
刑
事
事
件
の
起

訴
人
数
は
大
き
く
減
少
し
て

い
る
と
し
た
。

（
２
）
で
は
、
い
わ
ゆ
る

″
善
き
サ
マ
リ
ア
人
法
〟
に

つ
い
て
、
そ
の
制
定
に
当
た

っ
て
は
①
対
象
者
②
救
助
が

義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
か
、

義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
場
合

の
範
囲
③
緊
急
時
の
注
意
義

務
の
軽
減
を
行
う
か
否
か
④

救
助
行
為
に
よ
っ
て
救
助
者

が
損
害
を
被
っ
た
場
合
の
補

償
の
有
無

─
な
ど
を
検
討

す
る
必
要
が
あ
る
と
説
明
し

た
。

引
き
続
き
、
座
長
役
を
務

め
た
樋
口
範
雄
東
京
大
学
名

誉
教
授
か
ら
、
「
討
論
の
課

題
と
進
め
方
」
に
つ
い
て
の

説
明
が
行
わ
れ
た
後
、
以
下

の
二
つ
の
事
例
、

●
事
例
①
：
心
肺
蘇
生
を
試

み
た
が
死
亡
し
た
際
の
法
的

責
任
（
外
出
先
で
高
齢
男
性

が
倒
れ
、
呼
吸
停
止
状
態
で

あ
っ
た
た
め
、
救
急
車
を
要

請
す
る
と
と
も
に
心
肺
蘇
生

を
試
み
た
が
、
救
急
車
の
到

着
が
遅
れ
、
男
性
は
心
肺
停

止
と
な
り
、
死
亡
し
て
し
ま

っ
た
際
の
法
的
な
問
題
）

●
事
例
②
：
航
空
機
内
で
の

対
応
時
に
は
体
調
に
問
題
が

な
か
っ
た
も
の
の
、
後
日
に

病
状
が
悪
化
し
、
死
亡
し
て

し
ま
っ
た
場
合
の
法
的
責
任

（
航
空
機
内
で
の
ド
ク
タ
ー

コ
ー
ル
に
対
し
て
可
能
な
限

り
処
置
を
行
い
、
目
的
地
に

到
着
し
た
も
の
の
、
後
日
に

容
体
が
悪
化
し
て
死
亡
し
た

場
合
の
法
的
な
問
題
）

に
つ
い
て
、
参
加
者
が
六
つ

の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
議

論
を
交
わ
し
、
各
グ
ル
ー
プ

か
ら
の
発
表
並
び
に
全
体
討

議
が
行
わ
れ
た
。

討
議
の
中
で
は
、
事
例
①

に
関
し
て
、
「
救
急
車
の
要

請
や
心
肺
蘇
生
と
い
っ
た
適

切
な
処
置
が
講
じ
ら
れ
て
い

る
」
「
一
般
市
民
に
よ
る
救

命
行
為
と
同
様
で
、
今
回
は

た
ま
た
ま
医
師
が
救
命
に
当

た
っ
た
と
解
釈
で
き
る
」
な

ど
か
ら
、
「
法
的
な
問
題
は

な
い
」
と
す
る
意
見
が
多
数

を
占
め
た
。
一
方
、
訴
訟
リ

ス
ク
軽
減
の
観
点
か
ら
、
Ａ

Ｅ
Ｄ
の
使
用
や
周
囲
の
人
へ

の
協
力
要
請
な
ど
を
行
っ
た

か
と
い
う
こ
と
の
重
要
性
も

指
摘
さ
れ
た
。

事
例
②
に
関
し
て
は
、「
航

空
法
上
の
機
長
権
限
内
で
適

切
な
処
置
が
講
じ
ら
れ
て
い

る
」「
機
内
で
の
処
置
に
重
過

失
が
認
め
ら
れ
な
け
れ
ば
、

降
機
後
の
死
亡
に
つ
い
て
責

任
は
問
わ
れ
な
い
」
な
ど
と

し
て
、
「
法
的
な
問
題
は
な

い
」
と
す
る
意
見
が
大
半
を

いわゆる“善きサマリア人法”とは
偶然居合わせた人が急病人などを救うために善
意で行動し、たとえ不幸な結果を招いたとしても
責任を問われないという趣旨の法律を総称した呼
び方（欧米諸国を中心に例がある）
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９
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０
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２
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４
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２
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３
９
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２
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６
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１
６
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そ
も
そ
も
そ
ん
な
も
の
は

無
い
の
か
も
知
れ
な
い
が
、

「
テ
レ
ビ
爪
」
と
い
う
言
葉

を
ご
存
知
の
方
は
い
る
だ
ろ

う
か
？　

テ
レ
ビ
の
画
面
の

よ
う
に
横
長
の
形
を
し
た
爪

の
こ
と
を
言
う
の
だ
が
、
も

し
か
し
た
ら
一
般
的
な
言
葉

で
は
な
い
の
か
も
知
れ
な

い
。
本
で
読
ん
だ
か
、
あ
る

い
は
誰
か
が
そ
う
言
っ
て
い

た
の
か
、
い
ず
れ
に
せ
よ
ど

う
見
て
も
格
好
の
良
い
形
じ

ゃ
な
い
の
が
テ
レ
ビ
爪
だ
。

私
の
爪
は
こ
の
「
テ
レ
ビ

爪
」
で
、
遣
伝
的
に
は
母
方

か
ら
の
も
の
で
あ
る
。
父
の

爪
は
さ
ほ
ど
美
し
く
は
な
い

が
、
ス
ッ
と
し
た
縦
長
で
繊

細
な
眼
科
手
術
に
適
し
て
い

そ
う
な
爪
で
あ
っ
た
。

子
ど
も
の
頃
か
ら
私
は
こ

の
爪
が
大
嫌
い
で
、
学
生
時

代
は
背
が
低
い
こ
と
に
加
え

二
大
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
の
一

つ
だ
っ
た
。
特
に
親
指
が
嫌

で
、
高
校
生
の
時
に
少
し
で

も
縦
長
に
な
ら
な
い
も
の
か

と
、
爪
半
月
が
露
出
す
る
ま

で
カ
ッ
タ
ー
ナ
イ
フ
で
根
本

を
切
っ
た
揚
げ
句
、
大
出
血

し
て
酷
く
叱
ら
れ
た
記
憶
が

あ
る
。
そ
う
ま
で
す
る
ほ
ど

自
分
に
と
っ
て
は
重
要
な
問

題
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
全
く

つ
ま
ら
な
い
馬
鹿
馬
鹿
し
い

悩
み
と
思
わ
れ
る
だ
ろ
う

が
、
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
と
は

そ
う
い
う
も
の
な
の
で
は
な

い
か
。

大
学
に
入
る
と
ま
す
ま
す

自
分
の
指
先
を
気
に
す
る
よ

う
に
な
り
、
何
か
を
手
渡
し

す
る
時
な
ど
、
相
手
に
な
る

べ
く
爪
が
見
え
な
い
よ
う
に

不
自
然
な
持
ち
方
を
し
て
い

た
。
卒
後
眼
科
に
入
局
し
て

も
そ
の
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
は

消
え
ず
、
手
術
し
て
い
る
先

輩
の
美
し
い
指
先
を
う
ら
や

ま
し
く
思
っ
て
い
た
。

当
時
の
眼
科
学
教
室
の
主

任
教
授
は
斜
視
、
弱
視
、
小

児
眼
科
学
の
第
一
人
者
で
あ

っ
た
丸
尾
敏
夫
先
生
で
、
丸

尾
先
生
と
も
う
一
人
、
や
は

り
斜
視
、
弱
視
、
眼
瞼
形
成

分
野
で
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を

取
っ
て
い
た
久
保
田
伸
枝
教

授
と
共
に
、
わ
が
医
局
は
こ

の
二
大
教
授
で
名
を
は
せ
て

い
た
。
入
局
同
期
生
は
６
名

だ
っ
た
が
、
私
以
外
の
同
期

生
は
１
年
目
か
ら
手
術
を
さ

せ
て
も
ら
っ
て
い
た
。
２
年

目
を
終
え
る
頃
に
は
白
内

障
、
そ
し
て
簡
単
な
眼
瞼
手

術
や
斜
視
手
術
を
、
途
中
交

代
す
る
こ
と
な
く
で
き
る
よ

う
に
な
っ
て
い
た
。

と
こ
ろ
が
私
は
全
く
手
術

を
さ
せ
て
も
ら
え
な
か
っ

た
。
私
の
オ
ー
ベ
ン
は
医
局

長
で
あ
っ
た
が
、
外
来
検
査

と
入
院
患
者
の
管
理
、
そ
し

て
医
局
の
雑
用
を
言
い
つ
か

る
毎
日
で
、
手
術
室
は
い
つ

も
助
手
か
器
械
出
し
。
助
手

の
件
数
だ
け
は
誰
に
も
負
け

な
か
っ
た
が
、
執
刀
医
と
し

て
の
件
数
は
既
に
後
輩
に
追

い
抜
か
れ
て
い
た
。
同
期
生

が
白
内
障
手
術
を
30
例
、
40

例
と
経
験
し
て
い
る
時
に
、

私
は
３
年
目
で
10
例
に
も
満

た
な
か
っ
た
。

こ
の
ま
ま
で
は
絶
対
一
人

で
や
っ
て
い
け
な
い
な
、
と

不
安
と
焦
燥
が
募
る
毎
日
を

過
ご
し
て
い
た
そ
ん
な
あ
る

日
、
久
し
ぶ
り
に
久
保
田
教

授
の
助
手
に
つ
く
こ
と
に
な

っ
た
。
全
麻
下
で
の
眼
瞼
下

垂
手
術
で
あ
っ
た
。
助
手
だ

け
は
誰
に
も
負
け
な
い
つ
も

り
だ
が
、
や
は
り
少
し
緊
張

し
た
。
久
保
田
教
授
の
手
術

は
無
駄
が
一
つ
も
無
く
、
と

に
か
く
速
い
。
そ
の
日
も
い

つ
も
と
同
じ
よ
う
に
正
確
な

深
さ
と
長
さ
で
皮
膚
切
開
を

し
、
眼
輪
筋
を
分
け
て
瞼
板

と
眼
瞼
挙
筋
腱
付
着
部
を
露

出
し
て
い
く
。
が
そ
の
時
、

サ
ク
サ
ク
動
く
手
が
突
然
止

ま
り
、
私
を
見
た
。
何
か
ミ

ス
し
た
か
？
と
息
を
の
ん
だ
。

「
真
、
ア
ン
タ
の
爪
、
変

な
形
だ
よ
ね
」

突
然
何
を
仰
る
、
よ
り
に

よ
っ
て
一
番
気
に
し
て
い
る

そ
こ
で
す
か
？

「
え
？　

あ
…
…
は
い
、

変
な
ん
で
す
…
…
」

「
フ
フ
フ
、
ほ
ら
見
て
ご

ら
ん
」
と
教
授
は
自
分
の
手

を
私
に
向
け
た
。

「
あ
た
し
と
一
緒
だ
ね
。

変
な
形
。
嫌
だ
よ
ね
コ
レ
」

何
と
教
授
も
テ
レ
ビ
爪
。

ど
う
し
て
気
が
付
か
な
か
っ

た
の
だ
ろ
う
。
言
葉
が
出
な

か
っ
た
。

「
で
も
真
、
ア
ン
タ
は
き

っ
と
オ
ペ
上
手
く
な
る
よ
。

こ
の
形
の
人
は
み
ん
な
上
手

な
ん
だ
か
ら
、
あ
た
し
み
た

い
に
さ
、
ア
ハ
ハ
」

そ
う
言
っ
て
ま
た
サ
ク
サ

ク
手
術
を
再
開
し
た
。
魔
法

を
か
け
ら
れ
た
よ
う
だ
っ

た
。
ず
ー
っ
と
嫌
い
だ
っ
た

自
分
の
指
先
が
、
何
か
特
別

な
も
の
に
思
え
、
少
し
だ
け

将
来
の
不
安
が
消
え
た
。

そ
の
久
保
田
先
生
が
90
歳

で
逝
去
さ
れ
た
。
こ
の
爪
は

も
ち
ろ
ん
母
か
ら
も
ら
っ
た

も
の
で
あ
る
が
、
私
は
久
保

田
先
生
の
爪
を
引
き
継
い
で

い
る
と
勝
手
に
思
っ
て
い

る
。
あ
の
日
の
久
保
田
先
生

の
歳
を
と
う
に
超
え
て
い
る

が
、
こ
れ
か
ら
も
精
進
し
て

８
Ｋ
テ
レ
ビ
並
み
の
テ
レ
ビ

爪
を
目
指
し
、
師
匠
の
域
に

少
し
で
も
近
付
き
た
い
と
思

う
。
自
分
の
指
先
を
見
る
た

び
に
久
保
田
先
生
を
思
い
出

し
、
い
ま
だ
解
け
な
い
魔
法

を
か
け
て
頂
い
た
こ
と
に
感

謝
し
て
い
る
。�（
一
部
省
略
）

も
う
三
十
数
年
前
の
話
に

な
る
が
、
研
修
医
の
頃
に
夏

休
み
を
利
用
し
て
タ
イ
ヘ
旅

行
し
た
こ
と
が
あ
る
。
チ
ケ

ッ
ト
だ
け
買
っ
て
現
地
の
安

宿
を
探
し
な
が
ら
旅
す
る
い

わ
ゆ
る
バ
ッ
ク
パ
ッ
カ
ー

で
、
観
光
地
を
観
る
よ
り
も
、

観
光
地
ま
で
の
道
の
り
を
楽

し
む
旅
行
が
好
き
だ
っ
た
。

学
生
の
頃
と
は
違
っ
て
休

暇
は
１
週
間
し
か
な
い
の

で
、
宿
泊
の
予
定
地
は
だ
い

た
い
決
ま
っ
て
い
た
。
タ
イ

と
い
っ
て
も
バ
ン
コ
ク
や
海

岸
沿
い
の
リ
ゾ
ー
ト
地
で
は

な
く
、
観
光
地
の
無
い
山
間

の
東
北
部
を
選
ん
だ
。
か
な

り
マ
イ
ナ
ー
な
旅
行
ル
ー
ト

で
あ
り
、
鈍
行
列
車
を
利
用

す
る
た
め
移
動
だ
け
で
か
な

り
の
時
間
を
費
や
し
た
。

そ
こ
は
ノ
ー
ン
カ
イ
と
い

っ
て
、
ラ
オ
ス
と
の
国
境
沿

い
に
あ
る
小
さ
な
町
だ
っ

た
。
タ
イ
最
北
地
の
終
点
駅

と
い
う
う
た
い
文
句
が
ガ
イ

ド
ブ
ッ
ク
に
は
書
い
て
あ
っ

た
が
、
着
い
て
み
る
と
降
り

る
客
は
ま
ば
ら
だ
っ
た
。
当

然
、
東
南
ア
ジ
ア
で
よ
く
見

掛
け
る
旅
行
客
相
手
に
寄
っ

て
く
る
人
間
は
誰
も
い
な
か

っ
た
。

特
に
観
光
す
る
場
所
も
な

い
の
で
、
国
境
に
な
っ
て
い

る
メ
コ
ン
川
ま
で
歩
い
て
み

る
こ
と
に
し
た
。
十
数
分
程

す
る
と
、
目
の
前
に
メ
コ
ン

川
が
大
き
く
蛇
行
し
な
が
ら

横
た
わ
っ
て
い
た
。
さ
す
が

に
大
河
に
ふ
さ
わ
し
く
、
濁

っ
た
水
が
川
幅
か
ら
は
み
出

し
そ
う
な
く
ら
い
に
た
っ
ぷ

り
と
、
そ
し
て
ゆ
っ
た
り
と

動
い
て
い
た
。
国
境
近
く
の

辺
境
な
地
と
い
う
の
も
あ
る

だ
ろ
う
が
、
川
の
向
こ
う
に

見
え
る
対
岸
の
ラ
オ
ス
の
風

景
は
、
か
な
り
殺
風
景
だ
っ

た
。
恐
ら
く
竹
で
編
ん
だ
と

思
わ
れ
る
小
さ
な
家
が
ぽ
つ

ぽ
つ
と
見
え
、
そ
こ
に
動
く

人
の
姿
が
見
え
た
。

川
を
し
ば
ら
く
眺
め
た

後
、
ど
こ
に
行
く
当
て
も
な

く
街
を
ぶ
ら
ぶ
ら
と
歩
い
て

い
た
ら
、
白
い
ペ
ン
キ
で
塗

ら
れ
た
平
屋
建
て
の
小
さ
な

病
院
が
建
っ
て
い
た
。
の
ん

び
り
し
た
雰
囲
気
の
そ
の
病

院
は
、
私
の
目
を
引
い
た
。

一
日
お
き
に
救
急
で
呼
び
出

し
を
食
ら
う
大
き
な
総
合
病

院
で
研
修
を
積
ん
で
い
た
私

に
は
、
何
と
も
う
ら
や
ま
し

く
、
こ
ん
な
病
院
で
働
い
て

み
た
い
と
本
気
で
思
っ
た

（
そ
れ
が
、
数
年
後
に
実
際

に
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
田
舎
の
病

院
で
１
年
間
過
ご
す
こ
と
に

な
ろ
う
と
は
こ
の
時
は
夢
に

も
思
わ
な
か
っ
た
）。

病
院
を
通
り
過
ぎ
て
少
し

す
る
と
、
小
さ
な
床
屋
が
目

に
入
っ
た
。
土
産
話
代
わ
り

に
、
タ
イ
の
田
舎
で
髪
で
も

切
っ
て
も
ら
う
の
も
悪
く
な

い
な
と
思
い
立
ち
、
中
に
入

っ
て
み
た
。
誰
も
い
な
か
っ

た
の
で
奥
の
部
屋
に
声
を
掛

け
る
と
、
店
主
で
あ
る
ら
し

い
中
年
の
男
が
出
て
き
た
。

外
国
人
の
私
を
見
る
と
け
げ

ん
そ
う
な
顔
を
し
た
が
、
２

本
の
指
で
髪
を
挟
ん
で
髪
を

切
る
仕
草
を
す
る
と
、
（
そ

う
か
、
そ
う
か
）
と
言
う
よ

う
に
急
に
表
情
を
崩
し
た
。

椅
子
に
座
っ
て
か
ら
鏡
に

映
っ
た
後
ろ
に
目
を
や
る

と
、
幾
段
も
の
棚
に
小
さ
め

の
瓶
詰
め
が
所
狭
し
と
並
べ

ら
れ
て
い
た
。
目
を
凝
ら
し

て
見
る
と
、
そ
れ
は
何
か
の

標
本
の
よ
う
だ
っ
た
。
店
主

に
あ
れ
は
何
か
と
尋
ね
る

と
、
彼
は
指
で
自
分
の
歯
を

叩
い
た
。「
？
」と
思
っ
た
が
、

私
の
不
可
解
な
表
情
を
察
し

た
店
主
は
ニ
コ
ニ
コ
し
な
が

ら
、
あ
れ
は
全
部
自
分
が
抜

い
た
歯
だ
と
教
え
て
く
れ

た
。
床
屋
の
赤
と
青
の
螺ら

せ

ん旋

看
板
は
動
脈
と
静
脈
で
、
昔

の
床
屋
は
外
科
医
院
も
兼
ね

て
い
た
と
い
う
が
、
私
が
行

っ
た
時
に
は
、
ま
だ
そ
の
名

残
が
残
っ
て
い
た
。

最
近
「
弾
丸
を
噛
め
」
と

い
う
映
画
を
観
た
せ
い
で
、

こ
の
タ
イ
の
床
屋
の
こ
と
を

思
い
出
し
た
の
だ
が
、
ジ
ー

ン
・
ハ
ッ
ク
マ
ン
や
キ
ャ
ン

デ
ィ
ス
・
バ
ー
ゲ
ン
と
い
っ

た
往
年
の
名
優
が
出
て
い
る

西
部
劇
だ
っ
た
。
あ
る
シ
ー

ン
で
流
れ
者
が
店
の
前
に
立

っ
て
い
て
、
頬
は
虫
歯
で
腫

れ

て

い

た
。

看

板

に

は

「BarBer 
& 
Dentist

」
と

書
い
て
あ
っ
た
。
そ
の
男
は

客
の
髪
を
切
っ
て
い
る
店
主

に
声
を
掛
け
て
自
分
の
口
を

開
く
と
、
店
主
は
そ
の
口
を

の
ぞ
き
込
み
、
手
に
負
え
な

い
と
ば
か
り
に
首
を
横
に
振

っ
て
追
い
返
す
場
面
が
あ
っ

た
。
ど
う
や
ら
床
屋
と
歯
医

者
を
兼
ね
る
と
い
う
の
は
、

タ
イ
の
田
舎
に
限
ら
ず
世
界

共
通
の
も
の
ら
し
い
。た
だ
、

こ
こ
で
は
時
代
が
少
し
さ
か

の
ぼ
っ
た
ま
ま
の
状
態
で
止

ま
っ
て
い
る
ら
し
か
っ
た
。

そ
れ
に
し
て
も
抜
い
た
他

人
の
歯
を
飾
っ
て
お
く
の
は

ど
う
な
の
か
と
思
っ
た
が
、

店
主
に
し
て
み
れ
ば
、
自
分

の
実
績
を
宣
伝
す
る
も
の
で

あ
る
ら
し
い
。
歯
を
削
る
ド

リ
ル
ら
し
き
も
の
は
一
切
な

く
、
恐
ら
く
抜
く
だ
け
な
の

だ
ろ
う
。
麻
酔
の
注
射
を
す

る
資
格
は
な
い
だ
ろ
う
に
、

ど
う
や
っ
て
歯
を
抜
く
の

か
、
ち
ょ
っ
と
想
像
し
た
く

な
か
っ
た
。
店
主
は
ニ
ヤ
ニ

ヤ
し
な
が
ら
「
お
前
の
歯
は

大
丈
夫
か
」
と
聞
い
て
き
た

の
で
、
口
を
固
く
閉
じ
た
ま

ま
首
を
横
に
振
る
と
、
店
主

も
笑
っ
て
う
な
ず
い
て
い
た
。

何
だ
か
ん
だ
と
話
が
弾
ん

だ
せ
い
か
、
終
わ
っ
て
み
て

鏡
を
見
る
と
、
髪
は
予
想
以

上
に
短
く
な
っ
て
い
た
。
短

く
な
っ
た
髪
の
両
端
は
跳
ね

上
が
り
、
パ
イ
ナ
ッ
プ
ル
の

葉
っ
ぱ
の
よ
う
に
な
っ
て
い

た
。
（
ち
ょ
っ
と
マ
ズ
い
か

も
）
と
思
っ
た
が
、
後
の
祭

り
だ
っ
た
。
料
金
は
日
本
円

で
１
０
０
円
ほ
ど
だ
っ
た
。

店
を
出
て
か
ら
、
地
元
の

若
者
達
と
知
り
合
い
に
な

り
、
近
く
の
安
食
堂
で
一
緒

に
酒
を
飲
ん
だ
の
だ
が
、
近

く
の
床
屋
で
髪
を
切
っ
て
も

ら
っ
た
こ
と
を
話
す
と
、
彼

ら
は
私
の
髪
形
を
改
め
て
見

て
、
失
笑
し
て
い
た
。

�

（
一
部
省
略
）
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杉
原
　
泰
洋

日
　

本
　

医
　

師
　

会

ダ
イ
ヤ
ル
イ
ン

総
務
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
１
／
03
―
３
９
４
２
―
６
４
７
７
・
人
事
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
９
３
・
施
設
課 

03
―
３
９
４
２
―
７
０
２
７
・
国
際
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
９
・
医
療
保
険
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
９
０
・
介
護
保
険
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
９
１
・
広
報
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
３
・
情
報
シ
ス
テ
ム
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
３
５

（
会
員
情
報
室 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
２
／
電
子
認
証
セ
ン
タ
ー 

03
―
３
９
４
２
―
７
０
５
０
）・
地
域
医
療
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
３
７
・
医
療
技
術
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
７
８
・
日
本
准
看
護
師
推
進
セ
ン
タ
ー 

03
―
３
９
４
２
―
７
２
７
６
・
医
事
法
・
医
療
安
全
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
４
／
03
―
３
９
４
２
―
６
５
０
６
・
医
賠
責
対
策
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
３
６

経
理
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
６
・
医
業
経
営
支
援
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
５
１
９
・
年
金
福
祉
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
７
・
生
涯
教
育
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
３
９
・
編
集
企
画
室 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
８
・
日
本
医
学
会 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
４
０
・
総
合
医
療
政
策
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
５
１
４
・
健
康
医
療
第
一
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
３
８

健
康
医
療
第
二
課 

03
―
３
９
４
２
―
８
１
８
１
・
健
康
医
療
第
三
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
５
０
・
医
学
図
書
館 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
９
２
・
日
本
医
師
会
ド
ク
タ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
７
０
／
日
本
医
師
会
ド
ク
タ
ー
バ
ン
ク 

03
―
３
９
４
２
―
６
５
１
２
・
日
医
総
研 

03
―
３
９
４
２
―
７
２
１
５
（
日
本
医
師
連
盟 

03
―
３
９
４
７
―
７
８
１
５
・
防
災
セ
ン
タ
ー 

03
―
３
９
４
２
―
６
５
１
６
）
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◆
講
座
内
容
：
月
１
回
の
ペ

ー
ス
で
学
習
専
用
サ
イ
ト
に

掲
載
さ
れ
る
テ
キ
ス
ト
（
【
予

定
】
①
医
療
安
全
対
策
概
論

②Fitness 
to 

Practice

論
③
事
故
防
止
職
場
環
境
論

④
医
療
事
故
に
関
す
る
情
報

収
集
と
再
発
防
止
に
向
け
た

取
り
組
み
⑤
医
療
事
故
の
分

析
手
法
論
⑥
医
療
施
設
整
備

管
理
論
⑦
医
薬
品
安
全
管
理

論
⑧
医
事
法
学
概
論
⑨
医
療

現
場
に
お
け
る
コ
ー
チ
ン
グ

術
）
と
演
習
問
題
を
中
心
と

し
たe-learning

形
式
の
通

信
制
講
座
で
あ
る
。
更
に
、

演
習
を
実
施
（
詳
細
は
未

定
）
。

一
定
要
件
を
満
た
し
た
受

講
者
に
は
、
日
本
医
師
会
長

よ
り
修
了
証
を
発
行
す
る
。

◆
受
講
期
間
：
２
０
２
６
年

４
月
～
２
０
２
７
年
３
月

◆
受
講
対
象
者
：
医
療
機

関
、
福
祉
関
連
施
設
の
職
員

及
び
都
道
府
県
医
師
会
、
郡

市
区
医
師
会
の
事
務
局
等

で
、
医
療
の
安
全
管
理
に
対

す
る
強
い
意
欲
と
高
い
関
心

を
有
す
る
者
。

た
だ
し
、
受
講
の
必
須
条

件
と
し
て
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

２
０
２
６
年
度

 

日
本
医
師
会
医
療
安
全
推
進
者養成

講
座

ト
を
使
用
で
き
る
環
境
に
あ

る
こ
と
（
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

閲
覧
、e-mail

の
使
用
、
動

画
の
視
聴
等
）
。

◆
定
員
：
１
０
０
０
名

◆
締
め
切
り
：
３
月
８
日

（
日
）

◆
受
講
料
：
日
本
医
師
会
員

３
万
３
０
０
０
円
、
非
会
員

５
万
５
０
０
０
円
（
税
込
、

当
該
費
用
に
教
材
費
等
を
含

む
）

＊
日
本
医
師
会
員
価
格
と

は
、
会
員
本
人
の
他
、
会
員

が
管
理
者
・
開
設
者
を
務
め

る
医
療
機
関
の
職
員
、
都
道

府
県
医
師
会
並
び
に
郡
市
区

医
師
会
職
員
に
適
用
さ
れ
る

価
格
。

そ
れ
以
外
の
方
は
、
非
会

員
価
格
と
な
る
。
詳
細
は
募

集
要
項
を
ご
覧
頂
き
た
い
。

◆
応
募
方
法
：
受
講
希
望
者

は
、
日
本
医
師
会
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
内｢

医
療
安
全
推
進
者

養
成
講
座
案
内
」
に
あ
る
申
込

フ
ォ
ー
ム
に
必
要
事
項
を
入

力
し
て
申
し
込
み
願
い
た
い
。

申し込みはこちら

◆
問
い
合
わ
せ
先
：
日
本
医

師
会
医
事
法
・
医
療
安
全
課

〔

03
─

３
９
４
２
─

６
５
０

６
（
直
）
〕

　2025年におけるJMA Journalの論
文投稿数は549編、採択率は42.0％
となりました。投稿から初回判定まで
の平均日数は35.2日、投稿から採用
までの平均日数は72.2日と、迅速な
査読体制を維持することができました。
　更 に、2025 年 6月に 発 表 され た
ジャーナル・インパクトファクター
（JIF）は前年の1.5から1.8へと上昇
し、本誌の学術的影響力が着実に高まっていることが示されまし
た。
　投稿者・査読者の皆様におかれましては、貴重なご投稿を頂
き、また、迅速かつ丁寧な査読にご協力賜り、心より御礼申し上
げます（2025年にご協力を賜りました618名の査読者の皆様に
関しましては謝意を表し、JMA Journalのウェブサイトにお名前を
掲載させて頂いております）。

最新情報はこちら

▲ https://www.jmaj.jp

投稿者・査読者の皆様への御礼

投稿者・査読者の皆様
ありがとうございました

Vol. 1 No.
 1

Sep 2018

Thank
you

査読者謝辞

▲

https://www.jmaj.jp/acknowledgement.php

　今後ともJMA Journalをよろしくお願い申し上げます。
JMA Journal編集長　福井次矢

論文投稿受付中！／投稿料・掲載料当面無料！ OPEN          ACCESS

MAMISに関する
問い合わせ先

　医師 会 会 員 情 報 シ ス テ ム
（MAMIS）に関する各種のお問
い合わせにつきましては下記をご
活用願います。
医師会会員情報システム
運営事務局�
（コールセンター）

inquiry@mamis.med.or.jp
0120-110-030

（�受付時間：平日10:00～ 18:00 �
※土・日・祝日・年末年始を除く平日）

MAMISログインは
こちらから 

▲

mamis.med.or.jp/login



（7）第1545号 日 医 ニ ュ ー ス 〔第3種郵便物認可〕令和8年2月20日

「すすめよう禁煙！川柳コンテスト」作品募集

主催：�日本医師会、神奈川県医師会
運営協力：�朝日新聞社メディア事業本部
募集締切：�2026年4月12日（日）午後11時59分
賞：�各賞1点選出（＊応募時の学年とします）

　【一般部門（高校生以上＊）】
　日本医師会長賞（賞状、賞金10万円）
　神奈川県医師会長賞（賞状、賞金10万円）
　審査員特別賞（賞状、賞金5万円）
　朝日新聞社賞（賞状、賞金5万円）

　【ジュニア部門（中学生以下＊）】
　日本医師会長賞（賞状、QUOカード5万円分）
　神奈川県医師会長賞（賞状、QUOカード5万円分）
　審査員特別賞（賞状、QUOカード3万円分）
　朝日新聞社賞（賞状、QUOカード3万円分）　を予定

募集内容：�禁煙の重要性やたばこの害などをテーマとし
た川柳

応募方法：�朝日新聞社ホームページ内に設けた応募フォー
ムより投稿

　　　　　※�一人1回5作品まで（複数投稿可）
選考：�日本医師会並びに神奈川県医師会担当役員、朝日新聞社メデ

ィア事業本部、尾藤川柳氏（十六代目川柳／川柳公論社主宰）
結果発表：�世界禁煙デー（5月31日）に横浜市内のホテルで行うイ

ベントにて公表
問い合わせ先：�「すすめよう禁煙！川柳コンテスト」運営事務局�

jma-senryu2026@asahiculture.com

※�作品は応募者様の自作で未発表のものに限らせて頂きます。
※�応募後は賞の発表まで公表、他コンテストへの応募をしないよう
お願いいたします。

※�未成年者は保護者の同意を得てからご応募願います。
※�応募後の作品及び氏名（雅号）の変更はできません。
※�作品及び氏名（雅号）は「すすめよう禁煙！川柳コンテスト」ウ
ェブサイト、日本医師会ホームページ、その他の媒体で紹介させ
て頂く場合があります。

※�入賞作品の著作権は全て日本医師会に無償で譲渡して頂くものと
します。応募者様への事前の承諾なく、日本医師会が使用する場
合があります。

※�受賞のお知らせは「すすめよう禁煙！川柳コンテスト」運営事務
局からの電話、メールのいずれかとさせて頂きます。連絡が取れ
ない場合は、賞金及び賞品の受領権利が無効となる場合がござい
ますので、あらかじめご了承下さい。

※�2026年5月31日（日）に本コンテストの表彰式を横浜市内のホテ
ルにて開催する予定です。受賞者には表彰式参加のご依頼につい
て、事務局から連絡いたします。

※�その他の応募に関するご質問や、個人情報の取り扱いに関するご
不明点は、「すすめよう禁煙！川柳コンテスト」運営事務局までお
問い合わせ下さい。

　日本医師会では5月31日の世界禁煙デーに行うイ
ベントの一環として、昨年度に続いて、「禁煙」をテ
ーマとした川柳を募集することになりました。ぜひ、
ご応募願います。

応募フォーム

日
本
医
師
会
は
ワ
ク
チ
ン

で
防
ぐ
こ
と
が
で
き
る
病
気

（
Ｖ
Ｐ
Ｄ
：Vaccine 

Pre-

ventable 
Diseases

）

か

ら
子
ど
も
達
を
救
う
た
め
、

「
子
ど
も
予
防
接
種
週
間
」

を
、
今
年
度
は
３
月
１
日

（
日
）
か
ら
７
日
（
土
）
ま

で
の
７
日
間
実
施
す
る
こ
と

を
決
定
し
た
。

主
催
は
日
本
医
師
会
、
日

本
小
児
科
医
会
、
厚
生
労
働

省
、
こ
ど
も
家
庭
庁
、
後
援

は
文
部
科
学
省
、
健
や
か
親

子
21
推
進
本
部
と
な
っ
て
い

る
。

「
子
ど
も
予
防
接
種
週
間
」

は
４
月
の
入
園
、
入
学
に
備

え
て
、
保
護
者
を
始
め
と
し

た
地
域
住
民
の
予
防
接
種
に

対
す
る
関
心
を
高
め
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
予
防
接
種
率
の

向
上
を
図
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
、
平
成
15
年
度
よ
り
毎

年
度
実
施
し
て
い
る
も
の
で

あ
る
。

各
都
道
府
県
医
師
会
等
に

は
本
期
間
中
、
「
ワ
ク
チ
ン

や
接
種
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
等
の

予
防
接
種
に
関
す
る
保
護
者

か
ら
の
相
談
対
応
」
「
通
常

の
診
療
時
間
に
予
防
接
種
を

受
け
づ
ら
い
人
達
が
、
土
曜

日
・
日
曜
日
や
夜
間
等
に
予

防
接
種
を
受
け
ら
れ
る
体
制

の
構
築
」
等
の
他
、
「
マ
ス

メ
デ
ィ
ア
を
通
じ
た
広
報
活

動
」
「
予
防
接
種
に
つ
い
て

の
接
種
医
療
機
関
や
一
般
市

民
に
対
す
る
情
報
提
供
」「
子

ど
も
の
み
な
ら
ず
、
保
護
者

や
同
居
す
る
ご
家
族
に
対
す

る
感
染
症
や
予
防
接
種
に
関

す
る
啓
発
活
動
」
な
ど
、
地

域
の
実
情
に
合
っ
た
取
り
組

み
を
企
画
・
実
施
し
て
も
ら

う
こ
と
に
し
て
い
る
。

一
方
、
日
本
医
師
会
で
は

そ
の
支
援
と
し
て
、
ポ
ス
タ

ー
の
作
成
・
配
布
の
他
、
マ

ス
コ
ミ
、
行
政
と
の
連
携
の

下

で
、

ホ

ー

ム

ペ

ー

ジ

（h
t
t
p
s
:
/
/
w
w
w
.
m
e
d
.

or.jp/vaccine/

）
等
を
活

用
し
た
積
極
的
な
Ｐ
Ｒ
活
動

を
展
開
し
て
い
く
こ
と
に
し

て
い
る
。

な
お
、
日
本
医
師
会
の
公

式
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
日
医
君
」

を
用
い
て
制
作
し
た
別
掲
ポ

ス
タ
ー
に
つ
い
て
は
、
『
日

本
医
師
会
雑
誌
』
２
月
号
に

同
封
さ
れ
て
い
る
の
で
、
ご

活
用
願
い
た
い
。

子
ど
も
予
防
接
種
週
間
を
実
施

                              

│
3
月
1
日
か
ら
7
日
ま
で

医会・学会だより� ※活動の詳細は各会のホームページをご覧下さい。

日本臨床内科医会
『医療スタッフ向け生活習慣病指導スキルアップセミナー 2025』

優待のご案内
　日本臨床内科医会では医療スタッ
フ向けに生活習慣病療養計画書を作
成できる知識とスキルを体系的に学
ぶオンラインセミナーを毎年実施し
ています。医療スタッフが生活習慣
病の基礎的な知識を身に付け、療養
指導計画の作成ができるようになる
ことを目指すオンラインセミナーで
す。医療スタッフのスキルアップに
お役立て下さい。

2025年度 リニューアルのポイント
・�各講座に小テストを新設し、理解度を確認しながら学習できる構成にしました。
・�心療内科に関する講座を拡充しました（基礎編／実践編）。
・�全講座を履修した方を、日本臨床内科医会「生活習慣改善支援士」として認
定し、認定証を発行します（認定証の発行は有償）。

セミナー概要
テーマ

① メタボリックシンドローム&フレイル・サルコペニア + 小テスト

② CKD・心不全・腎不全 + 小テスト
③ 脂質異常症 + 小テスト

④ 糖尿病 + 小テスト

⑤ 高血圧 + 小テスト
⑥ 糖尿病・脂質異常症の食事療法 + 小テスト
⑦ 生活習慣病の運動療法 + 小テスト
⑧ 生活習慣病指導をスキルアップする心療内科の知識【基礎編】 + 小テスト
⑨ 生活習慣病指導をスキルアップする心療内科の知識【実践編】 + 小テスト
⑩ 療養指導計画の立て方と計画書の記載の実際 + 小テスト

受講費用：通常価格 8,000円 → 優待価格 5,000円
お申し込みは下記URLもしくは右のQRコードから
https://www.japha.jp/skillup-priv.html

　このたびKCJ GROUP株式会社（キッザニア ジャパン）様のご厚意
により、日本医師会員及び各医師会職員とそのご家族の皆様向けに
特別優待券をご提供頂きました。
　特別優待券の有効期間は2026年４月30日（木）までで、キッザ
ニア東京・甲子園・福岡のいずれの施設でも利用可能ですが、ご優
待専用予約枠には限りがありますので、お早めのご予約をお勧めい
たします。
　特別優待券の利用方法等の詳細につきましては、日本医師会ホー
ムページのメンバーズルーム（医師会活動＞会員のみなさまへ＞お
知らせ）に掲載しておりますので、ご覧下さい。

問い合わせ先：日本医師会広報課 kouhou@po.med.or.jp

キッザニア特別優待券のお知らせ
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全国医学部長病院長会議（AJMC）を
 取り巻く諸課題と日本医師会との連携

全国医学部長病院長会議会長／昭和医科大学病院長
相良博典

全
国
医
学
部
長
病
院
長
会

議
（
Ａ
Ｊ
Ｍ
Ｃ
）
は
、
全
国

の
医
学
部
長
ま
た
は
医
科
大

学
長
、
大
学
病
院
長
を
会
員

と
す
る
わ
が
国
唯
一
の
団
体

で
あ
り
、
医
育
機
関
に
共
通

す
る
教
育
・
研
究
及
び
診
療

に
お
け
る
諸
課
題
と
関
連
す

る
重
要
事
項
に
つ
い
て
協
議

し
、
相
互
の
理
解
を
深
め
る

と
と
も
に
、
意
見
の
統
一
を

図
り
、
わ
が
国
に
お
け
る
医

学
並
び
に
医
療
の
改
善
・
向

上
に
資
す
る
こ
と
を
そ
の
目

的
と
し
て
い
る
。

一
昨
年
の
４
月
よ
り
、
医

師
の
時
間
外
労
働
の
上
限
規

40
年
近
く
、
大
学
病
院
勤

務
医
と
し
て
主
任
教
授
、
副

院
長
を
務
め
た
。
当
時
は
病

院
経
営
に
大
き
な
危
機
感
は

無
か
っ
た
。

２
０
２
３
年
４
月
か
ら
現

在
の
病
院
に
勤
務
し
、
近
年

の
病
院
経
営
が
予
想
以
上
に

厳
し
い
現
実
に
直
面
し
て
い

る
こ
と
に
驚
い
た
。
か
つ
て

は
、
誠
実
に
診
療
し
て
い
れ

ば
経
営
が
成
り
立
っ
て
い

た
。
今
は
そ
の
構
造
が
崩
れ

て
い
る
。

医
療
を
取
り
巻
く
環
境
は

急
激
に
悪
化
し
て
い
る
。
当

院
で
は
、
診
療
収
入
は
右
肩

上
が
り
で
推
移
し
て
い
る

が
、
物
価
高
、
人
件
費
の
上

昇
、
設
備
更
新
費
の
増
大
な

ど
で
支
出
は
更
に
増
え
、
医

業
収
支
が
赤
字
に
転
落
し
て

い
る
。
と
り
わ
け
４
０
０
床

以
上
の
中
・
大
規
模
病
院

で
、
多
く
が
赤
字
経
営
に
陥

っ
て
い
る
の
が
現
実
だ
。
診

療
報
酬
が
医
療
提
供
に
必
要

な
コ
ス
ト
を
十
分
に
反
映
し

て
お
ら
ず
、
実
態
と
の
乖か

い

り離

が
広
が
っ
て
い
る
こ
と
に
深

い
危
機
感
を
抱
い
て
い
る
。

「
診
療
だ
け
を
し
て
い
れ

ば
よ
い
」
時
代
は
確
実
に
終

わ
っ
た
。
勤
務
医
自
身
が
経

営
の
視
点
を
持
ち
、
主
体
的

に
関
わ
る
こ
と
が
求
め
ら
れ

る
。今

後
重
要
な
の
は
、
ま
ず

現
場
の
負
担
や
コ
ス
ト
構
造

を
正
し
く
評
価
す
る
診
療
報

酬
体
系
へ
の
転
換
で
あ
る
。

重
症
化
対
応
、
救
急
受
け
入

れ
、
看
護
必
要
度
の
高
い
患

者
の
医
療
、
安
全
対
策
、
多

職
種
連
携
な
ど
が
正
当
に
評

価
さ
れ
る
仕
組
み
が
必
要

だ
。ま

た
、
働
き
方
改
革
に
沿

っ
た
タ
ス
ク
シ
フ
ト
・
タ
ス

ク
シ
ェ
ア
は
、
経
営
改
善
と

質
向
上
の
両
立
に
寄
与
す

る
。更

に
、
地
域
連
携
や
病
床

機
能
の
見
直
し
、
医
療
Ｄ
Ｘ

活
用
な
ど
の
改
革
も
欠
か
せ

な
い
。

し
か
し
、
最
終
的
に
患
者

負
担
を
最
小
限
に
し
つ
つ
医

療
を
維
持
す
る
に
は
、
医
薬

品
、
医
療
材
料
、
委
託
費
な

ど
の
消
費
税
を
ゼ
ロ
に
す

る
、
あ
る
い
は
新
聞
や
食
料

品
と
同
様
に
軽
減
税
率
を
導

入
す
る
こ
と
が
最
も
現
実
的

か
つ
効
果
的
で
は
な
い
か
。

診
療
報
酬
本
体
を
10
〜
11
％

ア
ッ
プ
す
べ
き
と
の
声
も
あ

る
が
、
そ
れ
だ
け
で
は
患
者

負
担
が
大
き
過
ぎ
る
。
教
育

と
医
療
は
国
家
の
根
幹
を
成

す
重
要
な
領
域
で
あ
る
。
２

０
２
６
年
の
診
療
報
酬
改
定

は
い
か
に
。

制
（
医
師
の
働
き
方
改
革
）

が
施
行
さ
れ
た
。
医
師
が
健

康
に
働
き
続
け
る
こ
と
の
で

き
る
環
境
を
整
備
す
る
こ
と

は
、
医
師
本
人
に
と
っ
て
は

も
と
よ
り
、
患
者
・
国
民
に

対
し
て
提
供
さ
れ

る
医
療
の
質
・
安

全
を
確
保
す
る
と

同
時
に
、
持
続
可

能
な
医
療
提
供
体

制
を
維
持
し
て
い

く
上
で
、
重
要
で

あ
る
こ
と
は
論
を

ま
た
な
い
。
そ
の

中
で
、
国
民
の
健

康
と
福
祉
を
担
う

医
療
者
を
育
成
す

る
全
国
の
医
学

部
・
大
学
病
院

が
、
こ
れ
ら
人
材

の
教
育
に
加
え
、

未
来
の
種
ま
き
た

る
研
究
を
強
力
に

推
進
し
つ
つ
、
診

療
体
制
の
一
層
の

充
実
を
図
る
使
命

を
全
う
す
る
に

は
、
多
く
の
課
題

が
あ
る
。
課
題
先

進
国
た
る
わ
が
国

に
お
い
て
、
こ
れ

ら
の
課
題
に
、
い

か
に
筋
道
を
つ

け
、
安
心
安
全
な

社
会
の
幸
福
を
実

現
し
て
い
け
る
か

に
つ
い
て
は
、
正

解
を
見
い
だ
せ
て

い
る
状
況
に
は
な
い
。

し
か
し
、
そ
の
中
に
あ
っ

て
コ
ロ
ナ
禍
と
い
う
試
練
が

浮
か
び
上
が
ら
せ
た
日
本
の

医
療
の
強

き
ょ
う
じ
ん靭

さ
と
脆

ぜ
い
じ
ゃ
く弱

さ
な

ど
を
一
例
と
し
て
、
何
を
残

し
、
次
代
に
引
き
継
ぐ
べ
き

考
え
方
で
あ
る
の
か
を
振
り

返
り
、
弱
さ
を
強
み
に
変
え

て
い
く
議
論
を
起
こ
す
こ
と

で
、
よ
り
良
い
方
向
性
を
見

い
だ
し
て
い
く
こ
と
が
で
き

た
と
思
う
。
そ
れ
は
、
わ
が

国
の
医
療
の
将
来
を
左
右
す

る
国
民
的
議
論
で
も
あ
る
。

議
論
の
過
程
に
お
い
て
、

Ａ
Ｊ
Ｍ
Ｃ
の
多
様
性
が
力
に

な
る
と
信
じ
て
い
る
。
そ
の

た
め
に
は
、
日
本
医
師
会
と

の
密
接
な
連
携
が
必
要
に
な

っ
て
く
る
。「
連
携
」
と
い
う

の
は
、
実
は
英
語
に
す
る
の

が
難
し
い
言
葉
で
あ
る
。
仕

事
で
、
「
こ
の
件
は
誰
そ
れ

に
連
携
し
て
下
さ
い
」
と
い

う
場
合
、
一
緒
に
や
る
の
か
、

事
後
に
情
報
共
有
す
れ
ば
良

い
の
か
、
協
力
を
仰
い
で
共

に
解
決
を
図
っ
て
欲
し
い
と

い
う
こ
と
な
の
か
、〝link-

age

〟
か
〝alignment

〟
か

〝cooperation

〟
な
の
か
、

状
況
依
存
的
で
、
曖
昧
な
こ

と
が
多
く
あ
る
。
地
域
医
療

連
携
を
考
え
る
上
で
、
私
が

一
番
大
切
に
し
た
い
と
思
っ

て
い
る
の
は
、
英
語
で
い
う

と
こ
ろ
の
、
〝tie

〟、
心
の

通
い
合
い
や
絆
と
い
っ
た
、

信
頼
関
係
に
基
づ
く
つ
な
が

り
で
あ
る
。

大
学
病
院
で
行
わ
れ
る
高

度
先
進
医
療
は
、
い
わ
ば
有

事
の
医
療
で
あ
っ
て
、
言
う

ま
で
も
な
く
、
地
域
の
患
者

さ
ん
の
毎
日
は
、
地
域
の
先

生
方
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て

い
る
。
大
学
病
院
が
、
地
域

に
お
い
て
適
切
に
役
割
を
果

た
す
に
は
相
互
信
頼
が
不
可

欠
だ
。
相
互
信
頼
と
は
、
患

者
さ
ん
の
た
め
に
、
お
互
い

に
協
力
し
合
う
先
に
生
ま
れ

る
、
心
の
つ
な
が
り
で
あ
る
。

こ
れ
が
あ
れ
ば
、
必
要
な

こ
と
を
、
必
要
な
時
に
相
談

で
き
る
よ
う
に
な
る
。

自
ず
と
、〝connect

〟
で

き
、
〝linkage

〟
が
生
ま
れ

る
。
こ
こ
に
生
ま
れ
る
「
あ

り
が
と
う
」
と
い
う
言
葉
が

接
着
剤
と
な
っ
て
、
強
い
つ

な
が
り
が
育
ま
れ
る
の
だ
と

思
う
。
そ
の
緊
密
な
連
携
の

結
果
は
、
地
域
の
医
療
を
、

ま
た
日
本
の
医
療
の
質
を
、

一
層
高
め
て
く
れ
る
だ
ろ

勤務医も経営を
頑張る時代
横浜栄共済病院長　土屋弘行

一般社団法人 全国医学部長病院長会議
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図　医師の働き方改革に関する調査結果（研究時間数）

※全国医学部長病院長会議「医師の働き方改革に関するアンケート調査（2025年1月）」

〇 週当たりの研究時間の比較（職位別）

（参考）令和６年5月調査

医
師
の
働
き
方
改
革
が
始

ま
り
見
え
て
き
た
課
題 

─
Ａ
Ｊ
Ｍ
Ｃ
が
行
っ
た
医

師
の
働
き
方
改
革
に
関
す

る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
か
ら

明
ら
か
に
な
っ
た
案
件
─

（
図
）

Ｉ
．
人
材
不
足
や
タ
ス
ク
シ

フ
ト
に
関
す
る
課
題

・
医
師
事
務
作
業
補
助
者
や

コ
メ
デ
ィ
カ
ル
ス
タ
ッ
フ
の

不
足
に
よ
り
、
タ
ス
ク
シ
フ

ト
／
シ
ェ
ア
が
十
分
に
機
能

し
て
い
な
い
。

・
看
護
師
や
薬
剤
師
の
人
員

が
不
足
し
て
い
る
。

Ⅱ
．
労
働
時
間
管
理
に
関
す

る
課
題

・
長
時
間
労
働
医
師
の
面
接

指
導
や
代
償
休
息
付
与
が
負

担
と
な
っ
て
い
る
。

・
時
間
外
労
働
の
管
理
が
煩

雑
で
、
給
与
計
算
に
も
影
響

が
出
て
い
る
。

・
変
形
労
働
時
間
制
の
導
入

う
。皆

様
方
と
共
に
英
知
を
結

集
し
、
政
府
や
関
係
機
関
と

情
報
交
換
を
重
ね
つ
つ
、
広

く
議
論
を
起
こ
し
て
、
課
題

に
対
す
る
解
決
策
を
模
索
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

る
。

に
よ
り
、
手
当
の
減
少
な
ど

給
与
へ
の
影
響
が
出
て
い

る
。

Ⅲ
．
病
院
経
営
や
医
療
提
供

体
制
に
関
す
る
課
題

・
人
件
費
の
増
加
や
収
益
減

少
に
よ
り
、
病
院
経
営
に
影

響
が
出
て
い
る
。

・
教
育
・
研
究
時
間
の
減
少

に
よ
り
、
医
師
の
キ
ャ
リ
ア

形
成
や
医
療
の
質
の
低
下
が

懸
念
さ
れ
る
。

・
地
域
医
療
へ
の
貢
献
と
特

例
水
準
該
当
者
の
削
減
の
両

立
が
難
し
い
。

・
二
次
救
急
医
療
機
関
と
の

連
携
不
足
に
よ
り
、
三
次
救

急
医
療
機
関
に
負
担
が
集
中

し
て
い
る
。

Ⅳ
．
そ
の
他

・
事
務
作
業
が
増
大
し
て
い

る
。

・
時
間
外
申
請
・
承
認
の
遅

延
が
み
ら
れ
る
。

・
特
定
の
診
療
科
や
人
物
へ

の
負
担
が
集
中
し
て
い
る
。

・
医
療
Ｄ
Ｘ
に
対
応
で
き
る

人
材
が
不
足
し
て
い
る
。

・
財
源
が
不
足
し
整
備
が
遅

れ
て
い
る
。

─
な
ど
で
あ
る
。

経
営
に
関
し
て
考
え
て
み

る
と
、
大
学
病
院
は
、
多
く

の
高
度
な
機
器
を
使
う
装
置

産
業
、
か
つ
医
師
、
看
護
師
、

検
査
技
師
、
薬
剤
師
な
ど
を

大
量
に
必
要
と
す
る
労
働
集

約
型
産
業
で
あ
る
た
め
、
持

ち
出
し
が
多
く
な
る
の
は
当

然
で
あ
る
。
ま
た
、
光
熱
費
、

医
薬
品
等
の
高
騰
も
影
響
す

る
一
方
、
保
険
診
療
は
公
定

価
格
の
た
め
価
格
転
嫁
が
で

き
な
い
。

こ
の
よ
う
な
状
況
下
で
、

今
の
日
本
の
医
療
保
険
制
度

は
高
度
急
性
期
病
院
に
非
常

に
厳
し
い
仕
組
み
に
な
っ
て

い
る
。

診
療
を
頑
張
っ
て
も
収
益

が
上
が
ら
な
い
と
い
う
構
造

的
な
問
題
が
あ
る
中
で
、
診

療
時
間
の
増
加
と
と
も
に
研

究
時
間
が
減
り
、
研
究
助
手

等
の
ポ
ス
ト
を
置
こ
う
に
も

そ
の
人
件
費
が
捻
出
で
き
な

い
。
病
院
経
営
の
健
全
化
と

研
究
の
推
進
は
一
体
的
な
問

題
で
あ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
な
問
題
、
諸
課

題
を
日
本
医
師
会
と
情
報
を

共
有
し
、
強
力
な
連
携
を
取

る
こ
と
に
よ
り
、
日
本
の
医

療
環
境
が
良
い
方
向
へ
と
改

善
し
て
い
く
こ
と
を
期
待
し

た
い
。
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